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は じ め に  

 

現 在 の 日 本 で は 、 5～ 1 0 年 継 続 さ れ て い る 中 長 期 的 な 経 済 社 会 問

題 と し て 大 き く 2 つ の 課 題 が 挙 げ ら れ て い る 。 1 つ 目 は 社 会 保 障 の

脆 弱 化 、 2 つ 目 に 長 引 く 低 金 利 だ 。 こ の こ と か ら 我 が 国 で は 、 真 面5  

目 に コ ツ コ ツ 働 き 、 お 金 を た だ 預 け て い る だ け で は 安 定 し た 老 後 を

迎 え る こ と が 難 し く な っ て い る 。 私 た ち は “自 助 努 力 ”す な わ ち 他 力

本 願 に な ら ず 1 人 ひ と り が 、 自 分 自 身 で 金 融 資 産 を 管 理 ・ 運 用 し 、

将 来 の 不 安 を 解 消 す る た め 、 で き る だ け 早 い 段 階 か ら 資 産 を 形 成 す

る た め の 知 識 を 、 身 に 付 け る こ と が 求 め ら れ て い る 。  1 0  

個 人 が 投 資 を し や す く す る た め に 、 様 々 な 資 産 形 成 手 段 が あ る に

も か か わ ら ず 、 家 計 で の 金 融 資 産 構 成 は 現 金 ・ 預 金 が 半 数 を 占 め て

お り 、 本 来 活 用 で き る は ず の 多 く の 金 融 資 産 が 眠 っ た ま ま で あ る 。

そ の 理 由 と し て 、 私 た ち は 「 投 資 が 資 産 形 成 手 段 と し て 正 し く 認 識

さ れ て い な い の で は な い か 」 と 考 え た 。 投 資 を 資 産 形 成 の 手 段 と し1 5  

て 正 し く 認 識 す る た め の 金 融 教 育 が 、 日 本 で は 必 要 で あ る と い う こ

と を 指 摘 し た い 。  

以 上 の こ と か ら 、 本 稿 で は 、 資 産 形 成 に お い て 個 人 が 投 資 と 向 き

合 う 流 れ を 作 り 出 す た め に 、必 要 な 金 融 教 育 に つ い て 、第 1 章 で は 、

金 融 教 育 と 投 資 の 定 義 と 意 義 を 述 べ 、 資 産 運 用 の 必 要 性 と 投 資 教 育2 0  

に つ い て 述 べ る 。 続 く 第 2 章 で は 、 現 状 の 金 融 教 育 と 課 題 に つ い て

述 べ る 。 第 3 章 で は 、 日 本 の 経 済 社 会 問 題 に 触 れ 、 資 産 運 用 ・ 資 産

形 成 の 現 状 と 課 題 に つ い て 述 べ る 。第 1 章 ～ 第 3 章 ま で を 踏 ま え た

上 で 、 第 4 章 で は 、 資 産 形 成 に お い て 個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を

作 り 出 す た め に 、必 要 な 日 本 の 金 融 教 育 の 目 的・目 標 に つ い て 述 べ 、2 5  

続 く 第 5 章 で は 目 的 ・ 目 標 達 成 の た め に 金 融 教 育 を 行 な う 主 体 を 提

案 す る 。 最 終 章 と な る 第 6 章 で 、 投 資 を 生 活 す る う え で 身 近 な 資 産

形 成 手 段 と し て 正 し く 認 識 さ せ る た め に 、 必 要 と な る こ と を 提 言 と

し て 2 つ 述 べ 、 最 後 に 総 括 と す る 。  

 3 0  
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第 1 章  金 融 教 育 の あ り 方  

 

1 - 1 金 融 教 育 と は  

 

金 融 広 報 中 央 委 員 会 に よ る と 、金 融 教 育 の 定 義 は 、「お 金 や 金 融 の5  

様 々 な は た ら き を 理 解 し 、 そ れ を 通 じ て 自 分 の 暮 ら し や 社 会 に つ い

て 深 く 考 え 、 自 分 の 生 き 方 や 価 値 観 を 磨 き な が ら 、 よ り 豊 か な 生 活

や よ り よ い 社 会 づ く り に 向 け て 、 主 体 的 に 行 動 で き る 態 度 を 養 う 教

育 」 1と さ れ て い る 。  

 1 0  

【 図 表 1】 金 融 教 育 と 教 科 等 の 関 係  

 

 

 

（ 出 所 ） 金 融 広 報 中 央 委 員 会1 5  
（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 6 . h t m l ） よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

                                                   
1 金 融 広 報 中 央 委 員 会 H P ( h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / ) 引 用 2 0 1 9 年

1 0 月 1 日 ア ク セ ス  

金融教育をテーマとした
総合的な学習の時間

〔生き方や価値観の形成〕

金
融
教
育

特別
活動

道徳の
時間

各教科
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ま た 「 金 融 」 と 呼 ば れ る も の は 対 象 が 広 範 囲 で あ り 「 身 近 な 預 金

や 住 宅 ロ ー ン か ら サ ブ プ ラ イ ム 問 題 、 金 融 シ ス テ ム と い っ た 社 会 イ

ン フ ラ に 至 る 」 2と い う 。  

金 融 教 育 は 「 新 し い 教 育 分 野 と し て 新 た な 教 育 領 域 を こ と さ ら 主

張 す る も の で は な い 」 3と 述 べ ら れ て お り 、【 図 表 １ 】 の よ う に 「 金5  

融 教 育 は 既 存 の 教 科 等 に お け る 学 習 内 容 や 、 様 々 な 教 育 領 域 の 知 識

な ど を 基 本 と し 、 そ れ を 子 供 た ち の 生 き 方 や 価 値 観 の 形 成 に つ な げ

て い く ト ー タ ル な 過 程 そ の も の を 指 す と い っ た 方 が 適 切 で あ る 」4と

い う 。 す な わ ち 、 金 融 教 育 を 行 な う 上 で は 、 様 々 な 教 育 領 域 と の 連

携 が 基 本 と な る 。 金 融 庁 ( 2 0 1 3 )は 最 低 限 身 に 付 け る べ き 金 融 リ テ ラ1 0  

シ ー を 整 理 し 、 掲 載 し て い る 。  

 

【 図 表 2】 最 低 限 身 に 付 け る べ き 金 融 リ テ ラ シ ー  

 

 1 5  

 

(出 所 )金 融 庁 ( 2 0 1 3 )「 最 低 限 身 に 付 け る べ き 金 融 リ テ ラ シ ー （ ４ 分 野 ・ 1 5

項 目 ） に つ い て 」 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

                                                   
2 小 宮 ( 2 0 0 8 ) p . 1 6 引 用  
3 金 融 広 報 中 央 委 員 会 H P ( h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / ) 引 用  

2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  
4 金 融 広 報 中 央 委 員 会 H P ( h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / ) 引 用  

2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  

項目1 適切な収支管理の習慣化

項目2 ライフプランの明確化及びライフプランを踏まえた資金の確保の必要性の理解

項目3 契約にかかる基本的な姿勢の習慣化

項目4 情報の入手先や経済の相手方である業者が信頼できる者であるかどうかの確認の習慣

項目5 インターネット取引は利便性が高い一方、対面取引の場合とは異なる注意点があることの理解

項目6
金融経済教育において基礎となる重要な事項や金融経済情勢に応じた金融商品の利用選択について
の理解

項目7 取引の実質的なコストについて把握することの重要性の理解

項目8 自分にとって保険でカバーすべき事象が何かの理解

項目9 カバーすべき事象発現時の経済的保障の必要額の理解

項目10 住宅ローンを組む際の留意点の理解

項目11 無計画、無謀なカードローン等やクレジットカードの利用を行わないことの習慣化

項目12
人によってリスク許容度は異なるが、仮により高いリターンを得ようとする場合には、より高いリスクを伴う
ことの理解

項目13 資産形成における分散の効果の理解

項目14 資産形成のおける長期運用の効果の理解

項目15 金融商品を利用するにあたり、外部の知見を適切に活用する必要性の理解
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ま た 、 金 融 教 育 は 「 個 々 人 が 、 金 融 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 金 融

分 野 に お い て 、 自 ら の 意 思 決 定 の 下 で 自 立 し た 行 動 を 採 る た め に 行

わ れ る 教 育 」 5と い う 定 義 も 見 受 け ら れ る 。金 融 教 育 は「 若 者 の『 生

き る 力 』を 養 成 し て い く 中 で 必 須 で あ る こ と を 意 味 す る 」6と い う 意5  

見 や 、 「 金 融 知 識 の 習 得 や 合 理 的 な 意 思 決 定 能 力 の 向 上 を 促 す こ と

を 通 じ て 、多 様 な 金 融 商 品・サ ー ビ ス の 効 率 的 な 利 用 を 可 能 と し 、 ひ

い て は 、 金 融 市 場 全 体 の 機 能 向 上 や 競 争 促 進 な ど 、 金 融 経 済 全 体 に

対 す る プ ラ ス 効 果 を も た ら す こ と が 期 待 さ れ る 。」7と い う 意 見 も あ

る 。  1 0  

こ の よ う に 、 金 融 教 育 は 、 非 常 に 幅 広 い 概 念 で あ り 、 定 義 が 千 差

万 別 で あ る 。 し か し 、 「 生 き 方 」 や 「 価 値 観 」 の 形 成 、 個 人 の 意 思

決 定 能 力 や 日 本 の 金 融 経 済 全 体 の 向 上 に つ な が る 教 育 で あ り 、 生 き

て い く 上 で の 武 器 に な る 能 力 を 養 う こ と が で き る 教 育 で あ る た め 、

他 力 本 願 に な ら ず 、 自 分 自 身 で 資 産 を 形 成 す る た め の 知 識 を 身 に 付1 5  

け る こ と が 求 め ら れ る 日 本 で は 、 極 め て 必 要 性 が 高 い 教 育 で あ る と

考 え る こ と が 出 来 る 。  

金 融 広 報 中 央 委 員 会 で は 、 金 融 に 関 わ る 教 育 領 域 を 「 生 活 設 計 ・

家 計 管 理 に 関 す る 分 野 」 「 経 済 や 金 融 の し く み に 関 す る 分 野 」 「 消

費 生 活 ・ 金 融 ト ラ ブ ル 防 止 に 関 す る 分 野 」 「 キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る2 0  

分 野 」の 4 つ に 分 類 し 、こ れ ら の 分 野 に 則 し て 、年 齢 層 別 に 2 3 6 項

目 の 教 育 目 標 を 整 理 し て い る 。  

  

                                                   
5 観 音 寺 ( 2 0 1 6 ) p . 1 0 0 引 用  
6 森 谷 ( 2 0 1 5 ) p . 9 5 引 用  
7 福 原 ( 2 0 0 9 )  p . 4 引 用  
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【 図 表 3】 金 融 教 育 の ４ つ の 分 野 と 重 要 概 念  

 

 

 5  

（ 出 所 ） 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 6 . h t m l ） よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

「 生 活 設 計 ・ 家 計 管 理 に 関 す る 分 野 」 で は 、 お 金 の 希 少 性 を 理 解1 0  

し た 上 で 、 貯 蓄 ・ 運 用 の 意 義 、 生 活 設 計 の 必 要 性 、 日 常 生 活 に お け

る 事 故 や 災 害 な ど の 様 々 な リ ス ク の 存 在 を 、 理 解 す る こ と が 目 標 と

さ れ て い る こ と が 分 か る 。 こ の こ と か ら 、 お 金 を 大 切 に す る 態 度 を

身 に 付 け 、資 産 管 理 に 関 す る 知 識 を 身 に 付 け る こ と が で き る だ ろ う 。 

「 金 融 や 経 済 の 仕 組 み に 関 す る 分 野 」 で は 、 お 金 や 金 融 の 働 き ・1 5  

機 能 ・ 仕 組 み を 理 解 す る こ と が 目 標 と さ れ て い る こ と が 分 か る 。 こ

①生きる力、自立する力
②社会とのかかわり、公正
で持続可能な社会の形成
を意識し行動する力

③合理的で公正な意思決
定をする力、自己責任意識
④お金と向き合い、
管理する力

お
金
の
働
き

働
く

意
識

事故・災害・
病気などの
備え

よりよい生活と社会づくりへの取り組み
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の こ と か ら 経 済 状 況 の 把 握 や 日 本 の 経 済 社 会 問 題 に 関 心 を 持 つ 態 度

を 身 に 付 け る こ と が で き る だ ろ う 。  

 

【 図 表 4】 金 融 教 育 の 目 標  

 5  

 

 

（ 出 所 ） 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 2

/ p r o g r a m 2 0 1 . h t m l ） よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  1 0  

 

「 消 費 生 活 ・ 金 融 ト ラ ブ ル 防 止 に 関 す る 分 野 」 で は 、 消 費 者 と い

う 権 利 ・ 責 任 の 理 解 、 金 融 ト ラ ブ ル や 多 重 債 務 な ど の 消 費 者 問 題 の

発 生 原 因 の 理 解 が 、目 標 と さ れ て い る こ と が 分 か る 。こ の こ と か ら 、

フ ィ ン テ ッ ク な ど の 情 報 通 信 技 術 を 含 む 、 自 立 後 の お 金 の 付 き 合 い1 5  

方 を 理 解 す る こ と で 、 お 金 の 適 切 な 活 用 知 識 ・ 技 能 を 身 に 付 け る こ

と が で き る だ ろ う 。  

金融や経済の仕組みに関する分野 生活設計・家計管理に関する分野

＜お金や金融の働き＞
お金の働きや役割、金融機関や中央銀行の機能・役割を理解する
とともに、金利の働きと変動の理由について理解する。

＜経済把握＞
ものやお金の流れと家計、企業、政府等の役割について理解する
とともに、市場の働きや機能を知り、市場経済の意義や海外経済と
の関係について理解する。

＜経済変動と経済政策＞
景気の変動と物価、金利、株価等との関係や、政府、中央銀行の
役割について理解し、景気変動や経済政策と自分の暮らしや社会
との関係を理解する。

＜経済社会の諸課題＞
経済社会が抱える問題について幅広く関心をもち、情報収集の技
能を身に付けるとともに、経済社会の課題解決に向けて合理的、主
体的に考える態度を身に付ける。

＜資金管理と意思決定＞
ものやお金には限りがあることを理解し、大切にする態度を身に付
けるとともに、限られた予算の下で、よりよい生活を築く意義を理解

し、実践する技能と態度を身に付ける。この際、資金管理に関する
意思決定の基本（トレード・オフ、機会費用、効率、公正、価値観等）
を理解し、実践する態度を身に付ける。

＜貯蓄の意義と資産運用＞
貯蓄の意義を理解し、貯蓄の習慣を身に付けるとともに、期間と金
利の関係を理解し、長期的、継続的に貯蓄・運用に取り組む態度を
身に付ける。併せて、金融商品の基本的な特徴を理解し、運用に
当たっては、リスクとリターンの関係などを踏まえ、自己責任の下で
判断する態度を身に付ける。

＜生活設計＞
生活設計の必要性を理解した上で、計画的にお金を使う態度を身
に付けるとともに、将来を展望し、職業選択とも関係付けながら、自
分の価値観に基づいて生活設計を立てることができる。また、生活
設計に必要な様々な知識を身に付け、それを活用して自分の暮ら
しを考える。

＜事故・災害・病気などへの備え＞
事故や災害、病気など、日常生活において様々なリスクが存在する
ことを理解し、身の安全を確保する方法を理解し、実践するととも
に、他人に損害を与える可能性を認識し、安全な行動を心掛ける。

併せて、不測の事態に備える必要性と、備え得る方法としての貯蓄
と保険の機能について理解する。

消費生活・金融トラブル防止に関する分野 キャリア教育に関する分野

＜自立した消費者＞
消費者の権利と責任を理解し、自立した消費者として行動するため
の基礎知識と態度を身に付ける。情報通信技術を含め、消費生活
に関する情報を収集し適切に活用できる技能を身に付ける。

＜金融トラブル・多重債務＞
消費者問題の発生する背景について理解し、お金との付き合い方
について日頃から考える態度を身に付けるとともに、金融トラブル
や多重債務の実態を知り、巻き込まれない態度を身に付ける。また、
法律や制度を知り、それらを活用して事態に対処できる知識と技能
を身に付ける。

＜働く意義と職業選択＞
勤労の意義とお金の価値の重さを理解し、自分の職業選択につい
て主体的に考える。また、労働者の権利と義務について理解し、そ
れを生かす態度を身に付ける。

＜生きる意欲と活力＞
付加価値の創造が経済社会発展の原動力であり、付加価値を生
み出すために、人々の様々な努力が必要であることを理解するとと
もに、自らの夢を描き実現の方法を考え、実現に向けて努力する態
度を身に付ける。

＜社会への感謝と貢献＞
社会との様々なつながりを理解し、ルールを守り、他人に感謝する
心を養うとともに、よりよい社会を築くためにみんなで協力すること
の意味を理解し、何ができるかを考え実行できる態度を養う。
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「 キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る 分 野 」 で は 、 働 く こ と の 意 義 と 、 勤 労 で

得 ら れ る お 金 の 価 値 の 理 解 、 付 加 価 値 を 生 み 出 す た め の 様 々 な 努 力

の 理 解 、社 会 と の つ な が り の 理 解 が 目 標 と さ れ て い る こ と が 分 か る 。

こ の こ と か ら 、 よ り よ い 日 本 の 社 会 を 築 く た め に 、 自 分 自 身 で は 何

が で き る か を 考 え 、 努 力 ・ 実 行 で き る 態 度 を 身 に 付 け る こ と が で き5  

る だ ろ う 。  

 

1 - 2 資 産 運 用 と 資 産 形 成  

 

『 大 辞 泉 (第 二 版 )』 ( 2 0 1 2）で は 、資 産 運 用 と は「 自 分 の 資 産 を 増1 0  

や す 目 的 で 、 貯 蓄 し た り 、 投 資 し た り す る こ と 。 ま た 、 銀 行 や 投 資

信 託 会 社 な ど の 機 関 投 資 家 が 集 め た 資 金 を 債 権 や 不 動 産 な ど に 投 資

す る こ と 。」で あ る と い う 。ま た「 自 分 の お 金 に 働 い て も ら い 、お 金

を 運 ん で き て も ら う こ と 」 8で あ る と い う 。働 い て 収 入 を 増 や す 、使

う お 金 を 減 ら し 支 出 を 減 ら す と い っ た 、 自 分 が 働 い て お 金 を 増 減 す1 5  

る こ と で は な く 、 投 資 し た お 金 に 働 い て も ら う こ と が 資 産 運 用 で あ

る 。資 産 運 用 は「 貯 め る こ と を 重 視 し た  ｢貯 蓄 ｣と 、ふ や す こ と を 重

視 し た  ｢投 資 ｣が あ り ま す 。」 9と 述 べ ら れ て い る 。貯 蓄 は 、お 金 を 増

や す こ と よ り も 貯 め る こ と を 重 視 し た 資 産 運 用 方 法 で 、 元 本 保 証 な

ど の 確 実 性 を 重 視 し て い る 。  2 0  

一 方 の 投 資 は 、 お 金 を 貯 め る こ と よ り も 増 や す こ と を 重 視 し た 資

産 運 用 方 法 で 、 運 用 成 果 は 予 測 す る こ と が で き な い 。 投 資 は 運 用 成

果 を 予 測 で き な い と い う 点 か ら 、 お 金 が 増 え る か 、 減 る か わ か ら な

い 資 産 運 用 方 法 で あ る と 言 え る 。  

資 産 運 用 に よ く 似 た 言 葉 で あ る 資 産 形 成 は ど の よ う な 行 為 を 指 す2 5  

の だ ろ う か 。 資 産 形 成 と い う 言 葉 を い く つ か の 辞 書 で 調 べ た が 見 受

け ら れ な か っ た 。 形 成 と は 、『 広 辞 苑 (第 七 版 )』 ( 2 0 1 8 )に よ れ ば 「 形

が で き 上 が る こ と 。形 つ く る こ と 。」で あ る と い う 。ま た『 大 辞 泉 (第

                                                   
8 泉 ( 2 0 0 8 ) p . 1 4 8 引 用  
9 日 本 証 券 業 協 会 「 投 資 の 時 間 」（ h t t p : / / w w w. j s d a . o r . j p / j i k a n / l e s s o n 2 / ）  

参 照 2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  
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二 版 )』（ 2 0 1 2） で は 、「 一 つ の ま と ま っ た も の に 作 り 上 げ る こ と 。」

で あ る と 述 べ ら れ て い る 。 よ っ て 、 資 産 形 成 と は 「 特 定 の 目 的 に 使

用 す る 資 産 を 形 つ く る こ と 」 と 定 義 づ け る 。 投 資 の 対 象 に な る 資 産

が 株 式 、 債 券 、 貯 蓄 な ど 複 数 あ る 場 合 に 、 ど れ に ど れ だ け 分 配 す る

か を 決 定 す る こ と を 資 産 分 配 1 0と 言 う 。資 産 分 配 は 、「投 資 意 思 決 定5  

プ ロ セ ス の な か で も 最 も 重 要 な 作 業 で あ る 。」 1 1と い う 。  

 

1 - 3 資 産 運 用 に お け る ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ の 考 え 方  

 

『 大 辞 泉 (第 二 版 )』（ 2 0 1 2）に よ る と 、ラ イ フ プ ラ ン と は 、ラ イ フ1 0  

デ ザ イ ン と 同 義 で 、「結 婚 や 子 育 て 、住 宅 、老 後 の 暮 ら し な ど に つ い

て の 計 画 。人 生 設 計 。」と い う 。ま た 、似 た よ う な 言 葉 で「 フ ァ イ ナ

ン シ ャ ル ・ プ ラ ン ニ ン グ 」 と い う 言 葉 が あ る が 、 こ れ は ラ イ フ プ ラ

ン の う ち 、 経 済 的 側 面 を 指 し 、 個 人 の 収 入 の 予 想 、 消 費 の 計 画 、 金

融 資 産 の 運 用 、 生 活 上 の 事 故 へ の 対 応 な ど 人 生 で 起 こ る 様 々 な こ と1 5  

へ の 包 括 的 な 対 応 を 考 え る こ と 1 2で あ る と い う 。  

こ の よ う な 将 来 ・ 未 来 の 目 的 や 目 標 の た め の お 金 が い つ 、 ど れ く

ら い 必 要 と な る の か を 考 え る こ と が ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ で あ る 。

1 - 2 で 述 べ た よ う に 、 資 産 運 用 や 資 産 形 成 は 、 必 ず 特 定 の 目 的 が あ

っ て 行 わ れ る こ と か ら 、 資 産 運 用 や 資 産 形 成 と ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン2 0  

グ は 表 裏 一 体 の 関 係 で あ る と 言 え る だ ろ う 。  

【 図 表 5】は 、株 式 や 国 債 な ど の 債 券 、投 資 信 託 、 R E I T、 E T F の

必 要 性 を 、 金 融 ・ 投 資 教 育 の 経 験 の 有 無 、 金 融 リ テ ラ シ ー の 段 階 、

ラ イ フ プ ラ ン の 検 討 ・ 作 成 経 験 の 有 無 と い う 3 つ の 対 象 に 分 け て 表

し た も の だ 。 こ の 図 表 か ら 、 ラ イ フ プ ラ ン を 検 討 ・ 作 成 し た 経 験 が2 5  

あ る 人 は 投 資 の 必 要 性 を 認 識 し て い る 割 合 が 高 い こ と が 分 か る 。 し

                                                   
1 0 東 洋 信 託 銀 行 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 本 部 証 券 運 用 デ ィ ビ ジ ョ ン 投 資 企 画

部 ( 1 9 9 9 ) p . 7 9 参 照  
1 1 東 洋 信 託 銀 行 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 本 部 証 券 運 用 デ ィ ビ ジ ョ ン 投 資 企 画

部 ( 1 9 9 9 ) p . 9 9 引 用  
1 2 難 波 ( 2 0 1 6 ) p . 9 5 参 照  
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た が っ て 、 ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ を 検 討 ・ 作 成 す る こ と は 、 投 資 の

必 要 性 を 認 識 さ せ る こ と に 繋 が る と い え る 。 一 方 で 、 金 融 ・ 投 資 教

育 の 経 験 が 無 い 人 や 、 金 融 リ テ ラ シ ー が 低 い 人 、 ラ イ フ プ ラ ン の 検

討 ・ 作 成 経 験 が 無 い 人 で は 、 投 資 の 必 要 性 を 認 識 に し て い る 割 合 が

2 割 に も 満 た な い 。  5  

 

【 図 表 5】 有 価 証 券 1 3へ の 投 資 は 、 資 産 形 成 の た め に 必 要 だ と 思 う

か 否 か  

 

 1 0  

 

(出 所 )株 式 会 社 イ ン テ ー ジ （ 2 0 1 6）「 国 民 の N I S A の 利 用 状 況 等 に 関 す る ア

ン ケ ー ト 調 査 -  結 果 報 告 書 -」 p . 3 0 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

一 般 社 団 法 人 投 資 信 託 協 会 1 4は 、 ラ イ フ プ ラ ン を す る う え で 重 要1 5  

な こ と は 「 お 金 を 預 貯 金 に 眠 ら せ た ま ま に し て お く の で は な く 、 そ

                                                   
1 3  有 価 証 券 ： 株 式 、国 債 な ど の 債 券 、投 信 、R E I T、E T F。預 貯 金 や 不 動 産 、

F X 等 は 含 ま な い 。  
1 4 投 資 者 の 保 護 を 図 る と と も に 、投 資 信 託 及 び 投 資 法 人 の 健 全 な 発 展 に 資 す

る こ と を 目 的 と し て 設 立  

13.00%

31.50%

15.90%

15.10%

21.10%

13.10%

32.90%

16.90%

87.00%

68.50%

84.10%

84.90%

78.90%

86.90%

67.10%

83.10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マネープランの検討経験なし
(n=5,314)

マネープランの検討・作成経

験あり(n=1,414)

金融リテラシー低(n=2,193)

金融リテラシー中(n=2,854)

金融リテラシー高(n=1,681)

教育・勉強経験なし(n=5,457)

教育・勉強経験あり(n=1,271)

TOTAL(n=6,728)

有価証券への投資は必要だと思う 有価証券への必要だと思わない
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の お 金 を 元 手 に し て お 金 を 増 や す 「 資 産 運 用 」 の 考 え 方 」 1 5と 述 べ

て い る 。 こ の こ と か ら 、 自 分 自 身 で 働 い て 稼 い だ お 金 を 貯 蓄 す る こ

と も 、 資 産 形 成 手 段 の 1 つ の 方 法 で は あ る が 、 様 々 な 資 産 形 成 手 段

の 中 か ら 、 い か に 自 分 自 身 の ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ に 合 っ た 、 合 理

的 な 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 の 方 法 を 考 え る か が 最 も 重 要 な 考 え 方 と な5  

る の で は な い だ ろ う か 。  

 

1 - 4 投 資 と は  

 

個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を 作 り 出 す た め の 金 融 教 育 を 考 え る 上1 0  

で 、 投 資 に つ い て 述 べ て い く 。 そ も そ も 投 資 と は ど の よ う な 行 為 を

指 す 言 葉 な の だ ろ う か 。『 大 辞 泉 (第 二 版 )』 ( 2 0 1 2）で は 、「 利 益 を 得

る 目 的 で 、事 業・不 動 産・証 券 な ど に 資 金 を 投 下 す る こ と 。転 じ て 、

そ の 将 来 を 見 込 ん で 金 銭 や 力 を つ ぎ 込 む こ と 。」で あ る と い う 。ま た 、

『 国 語 辞 典 (第 七 版 )』（ 2 0 0 9）で は 、投 資 と は「 利 益 を 得 る 目 的 で 事1 5  

業 な ど に 資 金 を 出 す こ と 。」で あ る と い う 。『 広 辞 苑 (第 七 版 )』( 2 0 1 8 )

で は 、「経 済 学 で 、一 定 期 間 に お け る 実 物 資 本 の 増 加 分 。資 本 形 成 。」

で あ る と い う 。 こ れ ら か ら 、 投 資 と は 将 来 の 目 的 の た め に 資 金 を 投

じ る こ と で あ る 。  

投 資 に 用 い ら れ る 資 産 、 い わ ゆ る 家 庭 の 手 持 ち 資 産 は 、 生 活 資 金2 0  

と 、 余 剰 資 金 の 2 つ に 分 け ら れ る 。 投 資 に 回 さ れ る べ き お 金 は 後 者

の 余 剰 資 金 だ 。 余 剰 資 金 と い う 言 葉 を い く つ か の 辞 書 で 調 べ た が 、

見 受 け ら れ な か っ た 。 し た が っ て 『 広 辞 苑 (第 七 版 )』 ( 2 0 1 8 )を 用 い

て 「 余 剰 」 と 「 資 金 」 に 分 け て 調 べ る こ と と し た 。 余 剰 と は 「 あ ま

り 、 の こ り 」 と い う 意 味 合 い だ 。 資 金 は 「 特 定 の 目 的 に 使 用 さ れ る2 5  

金 銭 」と い う 意 味 が あ る 。よ っ て 、余 剰 資 金 と は 、「 特 定 の 目 的 に 使

用 す る こ と が で き る 残 り の お 金 」と 定 義 づ け る 。一 方 の 生 活 資 金 は 、

同 じ よ う に 『 広 辞 苑 (第 七 版 )』 ( 2 0 1 8 )を 用 い て 「 生 活 」 と 「 資 金 」

                                                   
1 5 一 般 社 団 法 人 投 信 協 会 H P ( h t t p s : / / w w w. t o u s h i n . o r . j p / s t a r t / w h y / )引 用  

2 0 1 9 年 1 0 月 1 9 日 ア ク セ ス  
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に 分 け て 調 べ る と 、 生 活 と は 「 生 存 し て 活 動 す る こ と 、 生 き な が ら

え る こ と 」と い う 意 味 で あ っ た 。よ っ て 生 活 資 金 と は 、「 生 き る 上 で

必 要 と な る お 金 」 と 定 義 づ け る 。  

投 資 は「 将 来 と い う も の が 前 提 」 1 6で あ り 、「 短 期 、中 期 、長 期 な

ど 、 目 標 時 期 を 定 め 、 ラ イ フ イ ベ ン ト ご と 、 あ る い は 必 要 時 期 や 目5  

的 が 類 似 す る も の を ま と め て 目 標 と し 、 そ れ ら の 目 標 収 益 を 確 保 す

る た め に 、 手 元 資 金 や 家 計 収 支 を 特 定 の 金 融 商 品 に 投 じ て 、 育 て る

た め の 方 策 」 1 7 で あ る と い う 。 投 資 は 各 々 の お 金 に 関 わ る 目 標 を 達

成 す る た め の 手 段 で あ る と 言 え る 。  

 1 0  

1 - 5 投 資 教 育 と は  

 

現 状 日 本 で は 、 投 資 教 育 と い う 言 葉 の 定 義 は 明 確 に は 定 め ら れ て

い な い 。 し か し 、 企 業 年 金 連 合 会 に よ る と 、 投 資 教 育 と は 「 確 定 拠

出 年 金 制 度 に お い て 、 資 産 の 運 用 を 加 入 者 が 適 切 に 行 う た め の 情 報1 5  

提 供 な ど 、投 資 に 関 わ る 教 育 を 行 う こ と を い う 。」 1 8と 述 べ ら れ て い

る 。  

こ の こ と か ら 私 た ち は 、 教 育 現 場 に お け る 投 資 教 育 は 「 将 来 に 必

要 と な る 資 産 の 運 用 を 適 切 に 行 う た め の 知 識 を 身 に 付 け る た め の 教

育 」 と 定 義 付 け る 。  2 0  

企 業 型 確 定 拠 出 年 金 で は 事 業 主 に 、 個 人 型 確 定 拠 出 年 金 で は 国 民

年 金 基 金 連 合 会 に 、 加 入 者 に 対 す る 情 報 提 供 を 通 じ て 投 資 教 育 を 行

う 義 務 が 政 府 か ら 課 せ ら れ て い る 。 厚 生 労 働 省 の 確 定 拠 出 年 金 制 度

の ペ ー ジ 1 9で は 、9 社 の 企 業 に お け る 、投 資 教 育 の 事 例 等 が【 図 表 6】

の よ う に 紹 介 さ れ て い る 。  2 5  

                                                   
1 6 藤 原 ( 2 0 1 2 ) p . 2 0 4 引 用  
1 7 大 石 ( 2 0 1 4 ) p . 3 3 引 用  
1 8 企 業 年 金 連 合 会 （ h t t p s : / / w w w. p f a . o r . j p / y o g o s h u / t o / t o 1 6 . h t m l ） 引 用  

2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  
1 9 厚 生 労 働 省 「 投 資 教 育 の 事 例 等 」

( h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / t o p i c s / b u k y o k u / n e n k i n / n e n k i n / k y o s h u t s u / t o u s h

i / ) 2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  
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【 図 表 6】 投 資 教 育 の 事 例 等  

 

 

 

(出 所 )厚 生 労 働 省 H P5  
（ h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / t o p i c s / b u k y o k u / n e n k i n / n e n k i n / k y o s h u t s u / t o u s

h i / ） よ り 取 得 し 、 一 部 抜 粋 、 筆 者 が 作 成 。  

 

こ の よ う に 企 業 に お い て 投 資 教 育 は 導 入 さ れ て い る 。 前 述 し た よ

う に 、 投 資 は 運 用 成 果 を 予 測 で き な い と い う 点 か ら 、 お 金 が 増 え る1 0  

か 、 減 る か わ か ら な い 資 産 運 用 方 法 で あ る 。 で は 、 お 金 が 減 る か も

企業名称 取組内容 （一部抜粋）

アプライド
バイオシステム
ジャパン株式会社

①説明会（2ヶ月程度をかけ6回実施）
②パッケージの配布

③WEB
④コールセンター
⑤運用商品情報の定期配布
⑥当社の運用実態（資産配分、運用実績等）を電子掲示板に掲示（年に１度）

サンデン
株式会社

①漫画テキスト、正式テキストの配布
②食堂にて投資初級者ビデオの放映
③研修の実施（就業時間内２時間半）
④新入社員研修の一環に組み込み講習の実施
⑤会社及び組合で別個に補習を実施
⑥社内WEBにて質問項目の共有化
⑦アンケート調査

⑧新継続教育

株式会社
ジューテック

①第１回研修会の実施（約２ヶ月かけ全国約４０ヶ所の営業所および本社で時間外または土曜日）
②第２回研修会の実施（本社、営業所をブロック単位に分けて土曜又は日曜）

③新規加入者を対象とした研修会（全国の営業所、本社をブロックごとに８ヶ所に分け、土曜日又は日
曜日に約４時間半）

④継続教育（提供商品の種類を大幅に増やした機会を捉えて東京本社において、希望者による研修
を土曜日に２時間半）
⑤イントラネットによる研修（社内イントラネット（ノーツ）を利用し、ほぼ毎週、６ヶ月間で計３５回）

株式会社
すかいらーく

①社内報にて啓蒙（ライフプランニングを切り口に定年後の生活設計などについて）
②勉強会の開催（管理者層約３００名に対し１０ヶ月、毎月１回)

→ 講師は外部専門家に委託。（資料は必要に応じ外部機関に作成依頼。）
③ビデオを作成し社員の自宅に送付（「制度理解編」「投資運用の基礎知識編」の２本）
④社員全員を対象とした説明会を実施。（全国８ヶ所。８０開催。海外での説明会２開催。障害者および
休職者には一人ごとにご家族同席のもと説明）。
→講師は外部専門家に委託。（当社制度内容については人事スタッフ）
⑤入社式受入研修にて説明会を実施（ビデオ視聴と講義）
→講師は人事スタッフ
⑥社内報およびWebによる情報提供
⑦年に２回の商品情報の提供
⑧年に３～４回はＦＰによるライフプランセミナーの開催（共済会）

双日株式会社

①セミナーの開催（就業中に東京・大阪地区で合計19回）
→海外勤務者に対しては、投資教育のビデオを発送
②新人研修プログラムの一環として、①と同様内容の教育を実施
→途採用者についても、新入社員に準じた投資教育を実施。
③運用商品の情報提供
④四半期毎に加入者向けのニュースレターを配信
⑤コールセンターの設置

トヨタ自動車
株式会社

①導入教育を実施
→資産運用未経験者が、導入商品に対し自分の資産配分ができるレベルを目標
②説明会（労使合意後の2002年2月から3月にかけて、テキスト・ビデオを中心教材として約10人ごとの
職場単位で開催。2002年3月頃に、全社で延べ約5,000回開催。 ）
③パッケージの配布

④説明会終了後も、運用に関する資料等として、運用商品パンフレット、資産配分モデル（資産配分の
具体例）を配布、継続的に情報提供

⑤入社時に説明会を実施。（約６０分）
⑥継続教育

日本アイ・ビー・エム
株式会社

①既存のe-learning等を通じた情報提供
②Web Siteでの情報提供やCall Centerを通じて疑問・質問への対応
③e-mailでの質問対応

株式会社
日立製作所

①説明会の実施（２ヶ月程度をかけ約７００回）
→座学形式での教育には自ずと限界があることや、投資に関する予備知識の少ない従業員が大半で

あること等を踏まえ、説明会については制度への積極的参画を促す動機づけの場と位置づけ、テキス
トやＷＥＢとの組合せにより従業員個々人が主体的に学ぶ基礎を作ることをねらい
→制度概要については自社の人事勤労担当者、資産運用の基礎知識や運用商品の概要については
外部のフィナンシャル・プランナーが説明。
→説明会に参加できない者(休職者・海外出向者等)については、説明会の様子をビデオ・ＤＶＤに収録
して貸与。
→実施責任者となる各事業所の勤労担当部課長に対しては、投資教育を行う際の留意点(＝事業主お
よび運営管理機関としての禁止行為、推奨行為の具体事例、米国労働省ガイドラインの紹介等)につ
いて、外部講師による事前レクチャーを実施。
→説明内容の要点や今後の手続き内容、復習クイズ等を掲載したノートブックを配布。

②テキストの配布
③用語集の添付
④WEB
→家庭からもアクセス可能な環境を整備
⑤コールセンター（ほぼ毎日8:00～20:00の間稼動）
⑥運用商品情報の定期配布（年１回直接本人へ送付）
⑦情報配布（年に数回オリジナルの情報誌を加入者に送付）
⑧既存セミナー等とのタイアップ

株式会社三越

①ビデオ（制度編・投資知識編・運用商品編）、テキスト、説明会資料等の作成
②研修会の実施（３日間）
③広報誌やＷＥＢサイト、ライフプランセミナー、オフタイムセミナーの提供
③コールセンターの設置
④各店、事業部に「福利厚生パソコン」を設置
⑤「３０歳ライフプランセミナー」を新設
⑥確定拠出年金拠出分の合計をポイント計算し、年２回明示
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し れ な い と い う リ ス ク が 伴 う「 投 資 」に つ い て の 教 育 を 行 う 上 で は 、

ど の よ う な 方 法 が 最 良 な の だ ろ う か 。 続 く 第 2 章 で 各 段 階 の 金 融 教

育 の 現 状 分 析 を 行 い 、 日 本 に お け る 金 融 教 育 の 最 良 方 法 を 考 え て い

く 。  

 5  

第 2 章  各 段 階 の 金 融 教 育 の 現 状 と 課 題  

 

本 章 で は 「 教 育 現 場 」、「 金 融 機 関 」、「 家 庭 」 と い う 流 れ で 論 じ て

い く 。 ま た 、 日 本 の 金 融 教 育 と の 比 較 対 象 と し て 米 国 と 英 国 の 金 融

教 育 に つ い て も 取 り 上 げ 、 論 じ て い く 。 各 段 階 の 金 融 教 育 の 現 状 で1 0  

は「 小 学 校・中 学 校・高 等 学 校・大 学 」と 言 う 段 階 に 分 け 、論 じ る 。  

 

2 - 1 教 育 現 場 に お け る 金 融 教 育 の 必 要 性  

 

現 在 、 日 本 の 教 育 現 場 に お い て は 、 金 融 庁 や 金 融 広 報 中 央 委 員 会1 5  

等 が 中 心 と な り 、 金 融 教 育 の 具 体 的 な 推 進 策 の 検 討 、 実 施 が 行 わ れ

て い る 。日 本 に お け る 金 融 教 育 は 、「金 融 広 報 中 央 委 員 会 や 金 融 業 界 、

さ ら に は 教 育 関 係 者 な ど が 協 議 を 行 い 、 優 れ た 教 材 の 開 発 や 講 師 の

派 遣 を 行 っ て い く こ と が 必 要 」 2 0だ と い う 。 浅 井 （ 2 0 1 7） の 先 行 研

究 に よ る と 、「金 融 関 係 の 科 目 を 履 修 し た こ と が あ る 者 の 、金 融 知 識2 0  

の 増 加 は 小 さ い こ と も 明 ら か に な っ た 。」 2 1と い う 。よ っ て 、予 算 や

時 間 を 金 融 教 育 に 充 て て い く の で あ れ ば 、 多 く の 人 が 学 べ る よ う に

す る こ と が 望 ま し い と 言 え る 。 ま た 「 金 融 に 関 心 が な い 者 に 、 学 校

で 金 融 教 育 を 行 う こ と は 、 金 融 知 識 の 水 準 を 改 善 す る 効 果 が あ る こ

と が 確 認 で き た 。」 2 2と い う 。こ う し た 結 果 か ら 、教 育 現 場 で 、金 融2 5  

教 育 を 行 な う こ と に は 少 な か ら ず 意 義 が あ る と 考 え ら れ る 。「 義 務 教

育 ま で の 人 は 株 式 と 外 貨 預 金 を 購 入 す る 確 率 が 有 意 に 低 く な り 、 大

卒 者 は 株 式 、投 資 信 託 、外 貨 預 金 を 購 入 す る 確 率 が 有 意 に 高 く な る 。

                                                   
2 0 西 村 、 村 上 ( 2 0 0 8 )  p . 7 0 引 用  
2 1 浅 井 ( 2 0 1 7 ) p . 2 1 引 用  
2 2 浅 井 ( 2 0 1 7 ) p . 2 1 引 用  
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（ 中 略 ） 金 融 リ テ ラ シ ー が 高 い と こ れ ら の 金 融 商 品 を 購 入 す る 確 率

も 高 ま る こ と が 分 か る 。」  2 3と 言 わ れ て い る 。  

以 上 よ り 、 義 務 教 育 の 段 階 か ら 金 融 教 育 は 行 う べ き で あ る と 私 た

ち は 考 え る 。  

 5  

2 - 2 学 校 教 育 （ 小 学 校 ／ 中 学 校 ／ 高 等 学 校 ／ 大 学 ） に お け る

金 融 教 育 の 現 状  

 

学 校 教 育 に お け る 取 組 を 論 じ て い く 上 で 、 学 習 指 導 要 領 を 把 握 す

る 必 要 が あ る 。  1 0  

【 図 表 7】 よ り 、 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 で は 学 習 指 導 要 領 に

基 づ い た 取 組 と し て 消 費 者 教 育 が 主 に 行 わ れ て お り 、 投 資 教 育 は 殆

ど 行 わ れ て い な い こ と が 分 か る 。  

 

【 図 表 7】 現 在 の 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 取 組 2 4  1 5  

 

 

 

（ 出 所 ） 文 部 科 学 省 （ 2 0 1 4）「 文 部 科 学 省 に お け る 金 融 経 済 教 育 の 取 組 に つ

い て 」 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  2 0  
 

し か し 、 消 費 者 教 育 が 行 わ れ て い る と 言 い つ つ も 、 各 段 階 に お い

                                                   
2 3 鈴 木 、 高 橋 、 竹 本 ( 2 0 1 8 ) p . 6 引 用  
2 4 下 線 部 は 消 費 者 教 育 に 該 当 す る 取 組 で あ る 。  

小学生
(5～6年)
家庭科

身近な消費生活と環境、物や金銭の大切さ、計画的な使い方、
身近な物の選び方、買い方、身近な環境とのかかわり、物の使
い方の工夫

中学生
（1～3年）
技術

身近な消費生活と環境、消費者の基本的な権利と責任、販売方
法の特徴、物質・サービスの選択、購入及び活用、環境に配慮
した消費生活について工夫と実践

高等学校
家庭科

消費生活と生涯を見通した経済の計画、消費者問題の現状と
課題、生涯の経済計画とリスク管理、ライフスタイルと環境
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て 項 目 化 は さ れ て い な い 。 ま た 「 文 部 科 学 省 の 学 習 指 導 要 領 に お け

る 金 融 分 野 の 教 育 内 容 に 関 す る 記 述 に つ い て は 、（中 略 ）消 費 者 問 題

や 家 計 管 理 に つ い て 学 ぶ 機 会 が 設 け ら れ て い る が 、 指 導 要 領 の 中 で

の 記 述 は 決 し て 多 く な く 、 教 科 書 毎 に こ れ ら の 内 容 の 取 り 扱 い に 差

が あ る 」2 5と い う 。こ れ は 2 0 2 0 年 か ら 施 行 予 定 の 学 習 指 導 要 領 も 同5  

様 で あ っ た 2 6。大 学 の 金 融 教 育 に お い て は 、「 大 学 生 は 、教 育 効 果 の

高 い 人 々 と 考 え ら れ る が 、 金 融 教 育 の 効 果 は 、 大 学 間 で 異 な る こ と

が 明 ら か に な っ た 。」 2 7と い う 。大 学 や 学 部 に よ り 、専 攻 す る 科 目 が

異 な る こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。  

ど の 段 階 の 金 融 教 育 で も 消 費 者 教 育 に 重 点 が 置 か れ て し ま う 原 因1 0  

と し て 、2 0 1 2 年 に 消 費 者 庁 が 定 め た「 消 費 者 教 育 の 推 進 に 関 す る 法

律 」 が 関 係 し て い る と 考 え る 。 そ の 背 景 に 「 イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯

電 話 の 普 及 に よ り 、 若 い 世 代 に お け る 消 費 者 ト ラ ブ ル が 急 増 」 2 8し

て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。  

【 図 表 8】 は 金 融 ・ 投 資 教 育 の 経 験 が あ る か ど う か と 、 金 融 ・ 投1 5  

資 教 育 を ど の よ う に し て 受 け た か を 調 査 し た 結 果 で あ る 。 ま ず 、 金

融・投 資 教 育 の 経 験 が あ る 人 は 、回 答 者 全 体 の 2 9％ で あ る こ と が 分

か る 。 さ ら に 、 教 育 を ど の よ う に し て 受 け た か を 表 し た 経 験 チ ャ ネ

ル を 見 て み る と 、「書 籍・雑 誌・ネ ッ ト を 通 じ て 自 分 で 学 習 し た 」が

3 1 . 3％ と 最 も 多 く 、「 大 学 や 専 門 学 校 等 で 講 義 を 受 け た 」は 1 3 . 9％ 、2 0  

「 小 中 高 で 授 業 を 受 け た 」 は 11 . 6％ と な っ て お り 、「 学 校 教 育 」 で

の 経 験 は 相 対 的 に 低 い こ と が 読 み 取 れ る 。 こ の こ と か ら 学 校 教 育 で

の 金 融 教 育 は 、 金 融 庁 、 金 融 広 報 中 央 委 員 会 に よ る 、 具 体 的 な 推 進

策 の 検 討 、 実 施 さ れ て は い る も の の 、 記 憶 に 残 っ て い る か は 定 か で

は な い 。  2 5  

 

                                                   
2 5 西 村 、 村 上 ( 2 0 0 8 ) p . 5 4 引 用  
2 6 文 部 科 学 省 H P「 学 習 指 導 要 領 の く わ し い 内 容 」

（ h t t p : / / w w w. m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / n e w - c s / 1 3 8 3 9 8 6 . h t m ） 参 照  
2 7 浅 井 ( 2 0 1 7 ) p . 2 1 引 用  
2 8 文 部 科 学 省 ( 2 0 1 1 ) p , 2 0  
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【 図 表 8】 金 融 ・ 投 資 教 育 の 経 験 の 有 無  

 

 

 

(出 所 )  株 式 会 社 イ ン テ ー ジ（ 2 0 1 6）「 国 民 の N I S A の 利 用 状 況 等 に 関 す る5  
ア ン ケ ー ト 調 査 -  結 果 報 告 書 -」 p . 1 9 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

 

2 - 3 金 融 機 関 に お け る 金 融 教 育 の 現 状  

 1 0  

「 企 業 の 社 会 的 責 任 （ C S R） の 一 環 と し て 、 業 界 団 体 の 活 動 に 留 ま

ら ず 、 銀 行 や 証 券 会 社 な ど の 個 別 企 業 も 教 育 界 と の 連 携 を 数 多 く 実

施 し て い る 。」 2 9 と い う 。 実 際 に 調 べ て み る と 、【 図 表 9】 の よ う に

多 く の 金 融 機 関 3 0が C S R 活 動 の 一 環 と し て 金 融 教 育 を 行 っ て い る こ

と が 分 か っ た 。  1 5  

                                                   
2 9 小 池 ( 2 0 0 9 ) p . 9 6 引 用  
3 0「 埼 玉 り そ な 銀・武 州 ガ ス 小 学 生 に 講 座 － お 金 の や り く り を 学 ぼ う － 」『日

本 経 済 新 聞 』 2 0 1 9 年 8 月 2 1 日  参 照  

「 日 銀 で お 金 の 学 習 会 － 長 野 事 務 所 、小 中 学 生 向 け － 」『日 本 経 済 新 聞 』2 0 1 9

年 9 月 6 日 参 照  

「 北 陸 銀 、 小 中 高 で 出 前 授 業 」『 日 本 経 済 新 聞 』 2 0 1 9 年 7 月 9 日 参 照  

29.00% 71.00%

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00% 70.00% 80.00% 90.00% 100.00%

TOTAL(n=10,000人)

教育・勉強経験あり 教育・勉強経験なし

3.90%

5.20%

11.60%

13.90%

15.40%

15.80%

20.70%

25.70%

31.30%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

その他

職場の斡旋で外部のFP等に個別相談

小中高で授業を受けた

大学や専門学校等で講義を受けた

金融機関の開催するセミナーを受講した

家族や知人から教えてもらった

職場での講座を通じて学んだ

金融機関の担当者から口座開設時に説明を受けた

書籍・雑誌・ネットを通じて自分で学習した

金融・投資教育の経験チャネル（n=2,898人）※教育経験ありベース
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【 図 表 9】 金 融 機 関 に お け る 金 融 教 育 の 取 組 に つ い て  

 

  

 5  

( 出 所 ) 【 図 表 9 】 に 掲 載 さ れ て い る 各 金 融 機 関 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら 取 得 し 、

一 部 抜 粋 、 筆 者 が 作 成 。  

 

し か し 、 ほ と ん ど の 企 業 で 主 に 行 な わ れ て い る の は 、 消 費 者 教 育

や 金 銭 教 育 が 殆 ど で 、 投 資 教 育 に 関 し て は 大 会 を 実 施 し て い る 企 業1 0  

は あ る が 、 講 義 等 で 行 な っ て い る 企 業 は 、 見 受 け ら れ な か っ た 。 ま

た 、「野 村 グ ル ー プ 」を は じ め 、教 員 を 対 象 と し た 講 義 も 行 な わ れ て

団体名 取り組み内容 対象者

千葉銀行

・エコノミクス甲子園
・職場体験の受け入れ
・出張授業・寄付講座
・教員向け銀行業務研修
・金融資料室

小学生・中学生・高校生・大学生・大人

三井住友銀行

・こども銀行たんけん隊
・「銀行の秘密」の発刊

・「キッザニア東京」「キッザニア甲子園」への
協賛
・「ファイナンスパーク」への協力
・こども銀行に協力
・大学インターンシップ
・三井住友銀行見学ツアー

小学生・中学生・高校生・
大学生・大人

七十七銀行

・東北学院大学提供講座
・「エコノミクス甲子園」
・「スチューデントシティ」
・金融資料館

小学生・高校生・大学生

野村グループ

・出張授業
・教員向け研修の実施
・大学向け金融教育講座の提供
・金融学習講座の提供
・「日経ストックリーグ」
・「日経未来投資プログラム」
・「社会のしくみとお金の役割」寄贈
・「街のけいざい教室」寄贈
・「街のTシャツ屋さん」寄贈

小学生・中学生・高校生・大学生・大人

大阪信用金庫
・公民連携セミナー
・親子でお金の役割教室

大人・親子

東京スター銀行 ・お金のスタートレーニング 小学校・中学校

広島銀行
・キッズマネースクール
・職業体験

小学生・中学生・高校生

ろうきん ・金融、消費者教育 高校生

新生銀行 ・マネーコレクション 高校生

みずほFG

・「私たちのくらしとお金」
・サマー・スクール
・職場体験
・寄付講座

小学生・中学生・高校生・大学生

大光銀行 ・金融授業 小学生・中学生・高校生

八十二銀行
・職場見学
・講義

小学生・中学生・高校生

武蔵野銀行
・職場体験
・支店見学

小学生・高校生・大学生

SMBC日興証券
・企業見学
・研修

中学生・高校生・大人

神奈川銀行

・子どもアドベンチャー
・職場体験、職場見学
・インターシップ
・出張授業

小学生・中学生・高校生・大学生

全国銀行協会
・冊子
・動画
・講師派遣

小学生・中学生・高校生・大学生・大人

大阪商工信用金庫 ・マネースクール 小学生

日本郵政
・冊子
・出張授業

小学生・中学生
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い る 。 し か し 、 開 催 数 が 少 な い こ と や 参 加 し て い る 教 員 が 少 な い こ

と な ど か ら 教 員 の 金 融 リ テ ラ シ ー は 改 善 さ れ て い な い の で は な い か 。 

 

2 - 4 家 庭 に お け る 金 融 教 育 の 現 状  

 5  

家 庭 で 「 お 金 」 の 話 を す る な ど 、 金 融 教 育 を 受 け て き た と 考 え ら

れ る 家 庭 の 大 学 生 の 金 融 知 識 の 水 準 は 高 い こ と が 確 認 で き る 。 3 1と

の こ と だ 。ま た 、こ れ ま で の 学 術 的 な 研 究 か ら 、年 金 知 識 が 高 い 人 々

は 貯 蓄 率 が 高 く 、 年 金 未 納 に な り に く い こ と が 示 さ れ て お り 、 老 後

資 金 計 画 や 年 金 制 度 に 関 す る 教 育 が 重 要 で 、 家 計 サ イ ド で は 老 後 の1 0  

収 入 源 を 考 え る こ と が 必 要 3 2だ と い う 。し た が っ て 、家 庭 に お い て 、

投 資 を は じ め と す る 資 産 運 用 や お 金 の 話 を す る こ と で 、 金 融 の 知 識

を 高 め ら れ る 可 能 性 が あ る と 言 え る 。  

ま た 、金 融 の イ メ ー ジ は 主 に 、保 護 者 の 経 済 に 対 す る 理 解 (購 読 新

聞 の 種 類 )に も 関 係 す る こ と が 判 明 し た 3 3。保 護 者 の 金 融 リ テ ラ シ ー 、1 5  

経 済 リ テ ラ シ ー が 子 ど も に 影 響 を 与 え る と い う こ と が 考 え ら れ る 。

し か し 同 時 に 、 悪 い イ メ ー ジ も 伝 染 し て し ま う と も い え る 。 こ れ に

対 し ミ ア ン （ 2 0 1 9） は 、「『 金 儲 け は 汚 い 』『 借 金 は 悪 で あ る 』『 投 資

は リ ス ク で あ る 』 な ど の 偏 見 を 自 ら 外 す こ と が お 金 の 教 育 の 第 一 歩

で す 。」 3 4と 論 じ て い る 。  2 0  

一 方 で 、 家 庭 に お け る 金 融 教 育 で は 現 状 、 コ ツ コ ツ と お 金 を 貯 め

る 側 面 が 強 調 さ れ る 背 景 に は 、「日 本 人 は 農 耕 民 族 で す か ら 、み ん な

で 「 コ ツ コ ツ 」 畑 を 耕 し て 、 地 道 に 作 物 を 育 て て 、 み ん な で 収 穫 を

得 て 生 活 す る と い う パ タ ー ン に 馴 染 ん で き ま し た 。」3 5と い う 日 本 固

有 の 伝 統 文 化 も 関 係 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  2 5  

 

                                                   
3 1 浅 井 ( 2 0 1 7 ) p . 1 8 参 照  
3 2「 人 生 1 0 0 年 時 代 の 年 金 制 度（ 7）国 と 家 計 に 求 め ら れ る こ と 」『 日 本 経 済

新 聞 』 2 0 1 9 年 1 0 月 2 1 日  
3 3 村 上 ( 2 0 1 6 ) p . 1 0 9 参 照  
3 4 ミ ア ン ( 2 0 1 9 ) p . 1 0 0 引 用  
3 5 荻 原 ( 2 0 1 7 ) p . 1 2 8 引 用  
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2 - 5 海 外 に お け る 金 融 教 育 の 現 状  

 

海 外 で は 、 金 融 ケ イ パ ビ リ テ ィ と い う 用 語 の 方 が 主 流 で あ り 、 金

融 ケ イ パ ビ リ テ ィ と は 、「知 識 と ス キ ル と ア ク セ ス に 基 づ い て 金 融 資

源（ リ ソ ー ス ）を 効 果 的 に 管 理 す る 能 力 で あ る 。」 3 6と い う 。金 融 ケ5  

イ パ ビ リ テ ィ は 、 収 支 を 一 致 さ せ る た め の 家 計 管 理 能 力 、 予 め 計 画

す る と い う プ ラ ン ニ ン グ 能 力 、 金 融 商 品 の 選 択 と 管 理 能 力 、 金 融 知

識 能 力 3 7と い う 4 つ の 要 素 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 金 融 ケ イ パ ビ

リ テ ィ の 要 素 は 日 本 に お け る 金 融 教 育 で も 必 要 と な る 要 素 で あ ろ う 。 

小 池 （ 2 0 0 9） に よ る と 「 米 国 や 英 国 を 中 心 に 発 展 し て き た 金 融 経1 0  

済 教 育 は 、 世 界 的 に 広 が る こ と が 期 待 さ れ て い る 」 3 8と い う 。 以 下

で は 、 海 外 に お け る 金 融 教 育 の 現 状 と し て 、 米 国 ・ 英 国 に つ い て 論

じ て い く 。  

 

2 - 5 - 1 米 国 に お け る 金 融 教 育 の 現 状  1 5  

 

米 国 で は 州 単 位 に 教 育 課 程 が 定 め ら れ る た め 、 日 本 の 学 習 指 導 要

領 に あ た る 全 米 共 通 の 基 準 は な い 。 た だ し 、 教 育 に 関 す る 連 邦 法 や

全 米 レ ベ ル の 協 議 会 な ど に よ っ て 、 あ る べ き 教 育 基 準 が 示 さ れ 、 各

州 政 府 の 教 育 課 程 に 反 映 さ れ る 3 9。 そ の う ち ７ 州 で 金 融 関 連 の 授 業2 0  

が 必 修 と な っ て い る 4 0。金 融 教 育 を 担 っ て い る N P O 団 体 の 例 と し て 、

N C E E と い う 団 体 が あ る 。 N C E E が 作 成 し た テ キ ス ト は 、 所 得 、 貯

蓄 と 投 資 、 支 払 い と ク レ ジ ッ ト 、 金 銭 管 理 と い う 4 領 域 を テ ー マ と

し て 作 成 し て い る 。 こ の ４ 領 域 を 幼 少 期 か ら 同 時 に 学 習 し て い く の

だ が 、 グ レ ー ド が あ が る に つ れ 徐 々 に 難 易 度 が 高 く な っ て い く 構 造2 5  

だ 4 1。 米 国 で は 、 特 に 、 子 ど も に フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ・ リ テ ラ シ ー を

                                                   
3 6 伊 藤 ( 2 0 1 2 ) p . 4 2 引 用  
3 7 炭 谷 ( 2 0 1 6 ) p . 1 0 7 参 照  
3 8 小 池 ( 2 0 0 9 ) p . 9 4 引 用  
3 9 小 池 ( 2 0 0 9 ) p . 9 1 参 照  
4 0 金 融 庁 ( 2 0 0 5 ) p . 1 参 照  
4 1 加 納 ( 2 0 0 7 ) p . 1 1 4 参 照  
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身 に つ け さ せ る こ と を 目 的 と し て お り 、他 に も J u m p $ t a r t な ど 多 数

の N P O 団 体 の 協 力 も あ る 4 2。  

 

2 - 5 - 2 英 国 に お け る 金 融 教 育 の 現 状  

 5  

英 国 に お け る 金 融 教 育 と し て 金 融 庁 （ 2 0 0 5） に よ る と 、 P F E G と

い う 団 体 が 担 っ て お り 、 教 材 作 成 や 教 員 を 養 成 す る 大 学 で の 講 義 な

ど を 行 っ て い る 。 例 と し て 、 作 成 し た 教 材 の 中 で 、「 W h a t  M o n e y  

M e a n ’ｓ 」 と い う 無 償 で 提 供 さ れ る 3～ 11 歳 向 け 金 融 教 育 の 教 員 向

け テ キ ス ト に つ い て 説 明 し て い く 。 そ の 中 に 、「 L e a r n i n g  A b o u t  1 0  

M o n e y  P r i m a r y  P l a n n i n g  F r a m e w o r k 」と い う 学 習 内 容 フ レ ー ム ワ ー

ク が 存 在 す る 。 内 容 は 3～ 5 歳 、 5～ 7 歳 、 7～ 9 歳 、 9～ 11 歳 の 4 つ

の 段 階 別 に 区 切 ら れ て お り 、 年 齢 に あ わ せ た 難 易 度 で 金 融 教 育 を 進

め て い く 4 3。 1 4～ 1 6 歳 の 学 生 は 金 融 シ ス テ ム の あ り 方 を 含 む 、経 済

の 授 業 が 必 修 と な っ て い る 4 4。 他 に も 金 融 教 育 関 連 組 織 と し て 、 マ1 5  

ネ ー ・ ア ド バ イ ス ・ サ ー ビ ス （ M A S）、 ペ ン シ ョ ン ・ ワ イ ズ 、 ペ ン

シ ョ ン ズ ・ ア ド バ イ ザ リ ー ・ サ ー ビ ス （ T PA S）、 シ チ ズ ン ズ ・ ア ド

バ イ ス 、 マ ネ ー セ ー ビ ン グ エ キ ス パ ー ト な ど 多 数 の N P O 団 体 が 存

在 す る 。  

 2 0  

2 - 6 日 本 の 金 融 教 育 の 課 題  

 

前 述 を 踏 ま え た 上 で 、 日 本 の 金 融 教 育 に は 様 々 な 課 題 が あ る と 考

え ら れ る 。 1 つ 目 に 、 金 銭 教 育 や 消 費 者 教 育 が 重 要 視 さ れ て お り 、

金 融 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム が 投 資 に つ い て 魅 力 的 な も の に な っ て い な2 5  

い こ と が 挙 げ ら れ る 。 消 費 者 教 育 も 重 要 だ が 、 投 資 を 資 産 形 成 の 手

段 と し て 正 し く 認 識 す る た め に は 、 投 資 教 育 も 重 要 で あ る こ と を 周

知 さ せ る 必 要 が あ る 。  

                                                   
4 2 金 融 庁 ( 2 0 0 5 ) p . 1 参 照   
4 3 鎌 田 ( 2 0 1 5 ) p 4 3 参 照  
4 4 金 融 庁 ( 2 0 0 5 ) p 1 参 照  
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2 つ 目 に 課 題 と な る の が 、 授 業 時 間 ・ 教 員 の 確 保 ・ 授 業 方 法 の 改

善 4 5で あ る 。 日 本 は 詰 め 込 み 教 育 と 呼 ば れ て お り 、 こ の 教 育 は 「 学

習 者 の 関 心 や 能 力 を 無 視 、 知 識 の 注 入 や 記 憶 を 重 視 す る 教 育 方 法 。」

4 6で あ る と い う 。 金 融 教 育 は 単 に お 金 の 計 算 や 資 産 形 成 だ け で は な

い 。 4 7こ の 教 育 方 法 で は お 金 に 対 す る マ イ ナ ス イ メ ー ジ も 払 拭 出 来5  

な い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 教 員 の 金 融 リ テ ラ シ ー を 学 ぶ 機 会 、 金 融

教 育 の 教 材 の 不 足 な ど も 問 題 視 さ れ て い る 4 8。  

以 上 の こ と か ら 、投 資 を 魅 力 的 に 認 識 し て も ら う た め の 金 融 教 育

を 誰 が ど の よ う な 方 法 で 教 え 、 覚 え さ せ る か と い う こ と が 最 も 重 要

な こ と で あ る 。  1 0  

 

第 3 章  日 本 の 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 の 現 状 と 課 題  

 

3 - 1 日 本 の 中 長 期 的 な 経 済 社 会 問 題 に つ い て  

 1 5  

現 在 の 日 本 で は 、 5～ 1 0 年 継 続 さ れ て い る 中 長 期 的 な 経 済 社 会 問

題 と し て 大 き く 2 つ の 課 題 が 挙 げ ら れ る 。  

 

3 - 1 - 1 長 引 く 低 金 利 に つ い て  

 2 0  

金 利 （ 利 子 率 ） と は 、 利 子 4 9の 大 き さ を 元 本 に 対 す る 比 率 で 見 た

も の で あ る 。 日 本 銀 行 が 行 う 公 開 市 場 操 作 に よ っ て 変 動 し 、 そ の 変

動 に よ っ て 投 資 や 消 費 に 影 響 を 与 え て い く 。 深 刻 な 経 済 状 態 が 続 い

て い る 日 本 の 金 利 は 、 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 の 1 9 9 0 年 代 か ら 長 期 間 低

迷 状 態 が 続 い て い る 。 金 利 の 低 迷 状 態 が 続 く 理 由 と し て 、 消 費 を 増2 5  

や す 効 果 が 期 待 で き る か ら だ 。 資 産 が 2 倍 に な る 期 間 を 簡 単 に 表 す

                                                   
4 5 小 池 （ 2 0 0 9） p . 9 6 参 照  
4 6 松 村 ( 2 0 1 2 ) 『 大 辞 泉 (第 二 版 )』 p . 2 4 3 0 引 用  
4 7 鎌 田 ( 2 0 1 5 ) p 4 5 参 照  
4 8 小 池 （ 2 0 0 9） p . 9 6 引 用  
4 9「 お 金 を 借 り た 場 合 、 元 金 以 上 の 返 済 が 求 め ら れ ま す 。 こ の 追 加 的 な 部 分

が 利 子 で す 。」 (家 森 ( 2 0 1 6 )、 p . 3 9 引 用 )  
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こ と が 出 来 る 「 7 2 の 法 則 」 と い う も の が あ る 。  

 

【 図 表 1 0】 7 2 の 法 則 計 算 例  

 

 5  
 

(出 所 )内 藤 「 初 心 者 は 株 を 買 う な ！ 」 p . 2 3 よ り 作 成 。  

 

現 在 、 日 本 の 金 利 は 0 . 0 0 1％ で 、 元 本 が 2 倍 に な る に は 約 7 2 , 0 0 0

年 後 と い う 計 算 結 果 に な る 。 し た が っ て 現 預 金 と し て 保 有 し 続 け る1 0  

こ と は 、将 来 に 必 要 な お 金 を 形 成 す る 上 で は 適 切 で は な い と 考 え る 。 

 

3 - 1 - 2 社 会 保 障 の 脆 弱 化 に つ い て (社 会 保 障 制 度 ／ 年 功 序 列 ・

終 身 雇 用 制 度 )  

 1 5  

社 会 保 障 制 度 と は 、『 広 辞 苑 （ 第 七 版 ）』（ 2 0 1 8） に よ る と 「 国 民

の 生 存 権 の 確 保 を 目 的 と す る 国 家 保 障 。」と な っ て い る 。日 本 で は「 社

会 保 険 」、「 社 会 福 祉 」、「 公 的 秩 序 」、「 保 健 医 療 ・ 公 衆 衛 生 」 の 4 つ

を 総 称 し た も の だ 。 そ の 役 割 と し て 、 厚 生 労 働 省 に よ る と 「 少 子 高

齢 化 を は じ め と す る 社 会 ・ 経 済 の さ ま ざ ま な 変 化 に 対 応 し 、 人 々 の2 0  

安 心 を 確 保 す る た め 」 5 0と し て い る 。 本 稿 の 冒 頭 で 述 べ た よ う に 、

現 在 、 こ の 社 会 保 障 が 脆 弱 化 し つ つ あ る 。 い く つ か あ る 社 会 保 障 の

中 で 問 題 と な っ て い る こ と は 年 金 制 度 と 年 功 序 列・終 身 雇 用 制 度 だ 。

                                                   
5 0 厚 生 労 働 省 H P

（ h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / t o p i c s / b u k y o k u / n e n k i n / n e n k i n / k y o s h u t s u / t o u s

h i / )引 用 2 0 1 9 年 1 0 月 1 7 日 ア ク セ ス  

金利 2倍になる年数
10％ 7年
7％ 10年
5％ 14年
3％ 24年
1％ 72年
0.1％ 720年
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年 金 制 度 に は 、 加 入 が 義 務 づ け ら れ て い る 公 的 年 金 制 度 と 、 自 ら の

意 思 で 加 入 す る 私 的 年 金 制 度 の 2 種 類 が 存 在 す る 。 問 題 と な っ て い

る も の は 公 的 年 金 制 度 だ 。 2 0 1 9 年 6 月 、 金 融 庁 は 老 後 資 金 が 2 0 0 0

万 円 不 足 す る と 発 表 し た 。【 図 表 11】か ら も 高 齢 夫 婦 無 職 世 帯 で は 、

収 入 額 よ り も 支 出 額 が 上 回 っ て し ま う こ と が 分 か る 。  5  

 

【 図 表 11】 高 齢 夫 婦 無 職 世 帯 の 家 計 収 支 ( 2 0 1 7 年 ) 5 1  

 

 

 1 0  

(出 所 )総 務 省 ( 2 0 1 7 )  「 家 計 調 査 報 告 （ 家 計 収 支 編 ）」 p . 2 8 よ り 取 得 し 、 筆

者 が 作 成 。  

 

ま た 2 0 1 9 年 8 月 、 厚 生 労 働 省 は 公 的 年 金 の 支 給 年 齢 の 上 限 が 最

高 7 5 歳 ま で 引 き 伸 ば す と い う 案 を 発 表 し た 。 ま た 「 政 府 は 年 金 財1 5  

政 を 改 善 さ せ る た め 、 制 度 見 直 し で 給 付 総 額 を 抑 え よ う と し て い ま

す が 、 そ の 分 、 国 民 は 自 助 努 力 で 資 産 を 殖 や し 、 将 来 に 備 え る 必 要

が 高 ま っ て い ま す 。」 5 2と も 述 べ ら れ て い る 。す な わ ち 、今 ま で の 年

金 制 度 で は 求 め ら れ て い な か っ た 自 助 努 力 的 な 概 念 が 生 ま れ つ つ あ

                                                   
5 1 ※ ① 高 齢 夫 婦 無 職 世 帯 と は ， 夫  6 5  歳 以 上 ， 妻 6 0  歳 以 上 の 夫 婦 の み の 無

職 世 帯 で あ る 。 ② 図 中 の 「 社 会 保 障 給 付 」 及 び 「 そ の 他 」 の 割 合 （ ％ ） は ，

実 収 入 に 占 め る 割 合 で あ る 。 ③ 図 中 の 「 食 料 」 か ら 「 そ の 他 の 消 費 支 出 」 ま

で の 割 合 （ ％ ） は ， 消 費 支 出 に 占 め る 割 合 で あ る  
5 2 日 本 経 済 新 聞 社 （ 2 0 1 4 ） p . 3 引 用  

社会保障給付 ¥191,880
91.7%

その他
8.3%

不足分
¥54,519

非消費費出
¥28,240

食費
27.4%

住居
5.8%

光熱
水道
8.2%

4
.
0
%

6.6
%

交通

通信
11.7%

教養
娯楽

10.6%

その他
の消費
支出

うち
交際費

家具・家事用品
被服及び
履物
2.8%

保健
医療

教育 0.0%

実収入 ¥209,198

可処分所得 ¥180,958

消費支出 ¥235,477
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る こ と が 分 か る 。  

次 に 年 功 序 列 ・ 終 身 雇 用 制 度 に つ い て 述 べ て い く 。 日 本 企 業 に お

け る 年 功 序 列 や 終 身 雇 用 は 、「日 本 的 雇 用 慣 行 」と 呼 ば れ 、日 本 企 業

の 強 み と し て 機 能 し て き た 。し か し 、2 0 1 9 年 5 月 、経 団 連 の 中 西 宏

明 社 長 5 3や ト ヨ タ 自 動 車 の 豊 田 章 男 社 長 5 4 は 終 身 雇 用 に 関 す る 消 極5  

的 な 発 言 を し た 。 こ れ に 続 き 2 0 1 9 年 6 月 、 内 閣 府 は 自 民 党 の 人 生

1 0 0 年 時 代 戦 略 本 部 の 岸 田 文 雄 本 部 長 、 小 泉 進 次 郎 事 務 局 長 ら が 提

出 し た 社 会 保 障 改 革 の 提 言 5 5を 受 け 入 れ た 。 以 上 よ り 、 日 本 の 年 功

序 列 ・ 終 身 雇 用 制 度 の 存 続 が 不 透 明 な 現 状 が あ る こ と が 分 か る 。  

 1 0  

3 - 2 日 本 の 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 の 現 状 と 課 題  

 

現 状 、 日 本 で は 将 来 の 資 金 の た め に 行 う 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 に 対

し て ど の よ う な 認 識 や 考 え 方 を 抱 い て い る の だ ろ う か 。 様 々 な 先 行

研 究 を 元 に 論 じ て い く 。  1 5  

2 - 4 で 前 述 し た よ う に 、 過 去 の 日 本 で は 真 面 目 に コ ツ コ ツ 働 い て

い れ ば 、 安 定 し た 老 後 が 過 ご せ る と い う 暗 黙 の 了 解 5 6 が あ り 、 加 え

て 、「銀 行 に 預 け て さ え い れ ば お 金 が 増 え る と い う 時 代 」 5 7が あ っ た

こ と か ら 、 資 産 運 用 と い っ た 、 自 ら で 資 産 を 増 や す 行 為 は 必 要 な か

                                                   
5 3  「 一 括 採 用 と 終 身 雇 用 と い う 雇 用 形 態 は 、 増 産 や 事 業 拡 大 と い う 高 度 成

長 を 担 っ た 製 造 業 で は 極 め て 有 効 だ っ た 。デ ジ タ ル 化 と グ ロ ー バ ル 化 で 時 代

は 変 わ っ た 。」 (日 本 経 済 新 聞 朝 刊 「 仕 事 に つ な が る 学 び ― ―経 団 連 会 長 中 西

宏 明 氏 、 文 理 分 け ず 知 識 習 得 を （ 複 眼 ）」 ( 2 0 1 9 年 4 月 4 日 ) )  
5 4  『 日 本 自 動 車 工 業 会 （ 自 工 会 ） の 豊 田 章 男 会 長 は 1 3 日 の 会 見 で 、 日 本 の

終 身 雇 用 制 度 に つ い て「 日 本 で は 雇 用 を 続 け て い る 企 業 や 税 金 を 納 め て い る

企 業 に 対 し て イ ン セ ン テ ィ ブ（ 動 機 づ け ）が な い 。も う 少 し イ ン セ ン テ ィ ブ

が 出 て こ な い と な か な か 終 身 雇 用 を 守 っ て い く の が 難 し い 局 面 に 入 っ て き

た と 思 う 」と 考 え を 述 べ た 。』 (日 経 速 報 ニ ュ ー ス ア ー カ イ ブ「 自 工 会 の 豊 田

会 長 、 日 本 の 終 身 雇 用 『 守 っ て い く の が 難 し い 局 面 」』 ( 2 0 1 9 年 5 月 1 3 日 ) )  
5 5 「 個 人 所 得 課 税 や 資 産 課 税 に つ い て 、 人 生  1 0 0  年 時 代 を 見 据 え 、 働 き 方

の 多 様 化 へ の 対 応 や 再 分 配 機 能 の 向 上 、格 差 の 固 定 化 防 止 等 の 観 点 か ら 、累

次 の 改 正 の 効 果 も 見 極 め つ つ 、引 き 続 き 丁 寧 に 検 討 を 進 め る 。個 人 所 得 課 税

に つ い て 、ラ イ フ コ ー ス の 多 様 化 も 踏 ま え 、老 後 の 生 活 等 に 備 え る 資 産 形 成

を 支 援 す る 公 平 な 制 度 の 構 築 に 向 け て 、包 括 的 な 見 直 し を 進 め る 。資 産 課 税

に つ い て も 、機 会 の 平 等 の 確 保 に 留 意 し な が ら 、資 産 移 転 の 時 期 に 中 立 的 な

制 度 の 構 築 に 向 け 、 検 討 を 進 め る 。」 (内 閣 府 ( 2 0 1 9 ) p 7 1 )  
5 6 須 田 ( 2 0 1 8 ) p . 7 0 参 照  
5 7 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ア カ デ ミ ー ( 2 0 1 7 ) p . 4 引 用  
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っ た 。 し か し 、 我 が 国 で は 大 き く 状 況 が 変 わ り 、 真 面 目 に コ ツ コ ツ

働 き 、 お 金 を た だ 預 け て い る だ け で は 安 定 し た 老 後 を 迎 え 、 過 ご す

こ と が 難 し く な っ て い る 。 ま た 、 1 9 9 7 年 に は 「 日 本 版 ビ ッ グ バ ン 」

と も 呼 ば れ る 金 融 制 度 改 革 が 起 き 、 金 融 市 場 の 活 性 化 や 証 券 業 界 の

国 際 化 を 図 ろ う と い う 政 策 目 標 か ら 、 企 業 の 資 金 調 達 方 法 が 間 接 金5  

融 か ら 直 接 金 融 へ と 促 さ れ 、 そ れ に 伴 い 、 個 人 の お 金 も 預 金 か ら 株

式 や 投 資 信 託 へ 向 か う 流 れ へ と 変 わ っ た 。 5 8こ れ が 「 貯 蓄 か ら 投 資

へ 」と い う 政 策 を 国 が 訴 え 始 め た 根 源 で あ る 。し か し 、1 9 9 7 年 か ら

2 0 年 以 上 立 っ た 今 で も 、依 然 と し て 資 産 形 成・資 産 運 用 に お い て 大

き な 変 化 が 見 ら れ な い 。  1 0  

 

【 図 表 1 2】は 、日 本 の 家 計 部 門 の 金 融 資 産 構 成 で あ る 。こ の 図 表

か ら 分 か る よ う に 、 我 が 国 で は 「 現 金 ・ 預 金 」 の 割 合 が 1 番 多 く 、

全 体 の 半 数 を 占 め て い る 。 現 預 金 に 続 い て 多 く の 割 合 を 占 め る も の

は「 保 険・年 金・定 型 保 証 」だ 。そ の 次 に 割 合 を 占 め る の は「 株 式 ・1 5  

投 資 信 託 ・ 債 務 証 券 」 で あ る 。 保 険 や 年 金 も 投 資 の １ つ で あ る と 考

え た ら 、我 が 国 の 家 計 部 門 の 金 融 資 産 構 成 内 で の 投 資 割 合 は 約 4 0 %

で あ る こ と が 分 か る 。我 が 国 で は 、個 人 が 投 資 を し や す く す る た め 、

い ろ い ろ な 環 境 整 備 が な さ れ て き て い る 。 5 9  例 え ば 、 2 0 1 4 年 4 月

か ら は 、少 額 投 資 非 課 税 制 度「 N I S A」が 始 ま っ て い る 。こ れ は「『 貯2 0  

蓄 か ら 投 資 へ 』 の 流 れ を 受 け 、 個 人 を 投 資 の 世 界 へ 呼 び 込 む た め に

設 け ら れ た 施 策 の 1 つ で す 。」 6 0と 述 べ ら れ て い る 。他 に も 、ミ ニ 株

や 、 月 々 数 百 円 か ら で き る 少 額 投 資 サ ー ビ ス 、 そ し て 近 年 で は 、 ポ

イ ン ト 投 資 な ど も 注 目 さ れ て い る 。 に も か か わ ら ず 、 株 式 や 投 資 信

託 を 用 い た 投 資 に よ る 資 産 形 成 は 殆 ど 行 わ れ て い な い こ と が 見 受 け2 5  

ら れ る 。  

 

 

                                                   
5 8 大 石 ( 2 0 1 4 ) p . 1 1 参 照  
5 9 大 石 ( 2 0 1 4 ) p . 1 2 参 照  
6 0 大 石 ( 2 0 1 4 ) p p . 1 1 - 1 2 引 用  
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【 図 表 1 2】 日 本 の 家 計 部 門 の 金 融 資 産 構 成 6 1  

 

 

 5  

（ 出 所 ） 日 本 銀 行 調 査 統 計 局 ( 2 0 1 9 )「 資 金 循 環 の 日 米 欧 比 較 」 p . 2 よ り 取 得

し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

こ の よ う な 、 日 本 の 現 状 は 「 円 と い う 法 定 通 貨 に 対 す る 絶 対 的 信

用 や 、 ほ と ん ど 偽 札 が 出 回 る こ と の な い 安 全 性 に よ っ て 担 保 さ れ て1 0  

い る こ と が 考 え ら れ る 。」 6 2と さ れ て い る 。  

 

【 図 表 1 3】は 、老 後 の 生 活 費 に つ い て の 必 要 額 の 認 識 の 有 無 、資

金 計 画 の 策 定 の 有 無 、資 金 確 保 の 有 無 を 表 し た も の だ 。2 0 1 6 年 度 と

2 0 1 9 年 度 の 2 つ を 比 較 し て 分 か る こ と は 、ど ち ら も 老 後 の 生 活 費 の1 5  

必 要 額 を 認 識 し て い る 人 は 約 5 割 し か お ら ず 、 約 半 分 の 人 は 老 後 に

ど の く ら い の 資 金 が 必 要 と な る の か 分 か ら な い ま ま 生 活 を し て い る

と い う こ と で あ る 。 ま た 、 認 識 し て い な い こ と に 比 例 し て 、 資 金 の

計 画 を 策 定 し て い る 人 は 少 な い 。  

                                                   
6 1 2 0 1 9 年 8 月 2 9 日 時 点  
6 2 我 妻 ( 2 0 1 8 ) p . 1 7 8 引 用  

53.30%

1.30%
3.90%

10.00%

28.60%

3.00%

現金・預金 債務証券 投資信託 株式等 保険・年金・定型保証 その他
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【 図 表 1 3】老 後 の 生 活 費 に つ い て の 必 要 額 の 認 識 、資 金 計 画 、資 金

確 保 に つ い て  

 

 5  

（ 出 所 ） 金 融 広 報 中 央 委 員 会 ( 2 0 1 6 , 2 0 1 9 )「『 金 融 リ テ ラ シ ー 調 査 』 の 結 果 」

p . 9 、「『 金 融 リ テ ラ シ ー 調 査  2 0 1 9 年 』の 結 果 」p . 9 よ り 取 得 し 、筆 者 が 作 成 。  

 

加 え て 、 老 後 の 生 活 に 必 要 な 額 を 認 識 し て い る 、 し て い な い に も か

か わ ら ず 実 際 に 資 金 を 確 保 し て い る 人 は 3 割 に も 満 た な い 。そ し て 、1 0  

最 も 問 題 な の は 、 3 年 間 の 間 に 全 て の 割 合 が 減 少 し て い る こ と だ 。

社 会 保 障 が 脆 弱 化 し て い く 我 が 国 に お い て 、 資 金 を 確 保 し て い な い

と い う こ と は 、老 後 の 生 活 費 に 困 る 可 能 性 に 繋 が る 。貯 蓄 も 投 資 も 、

将 来 に 資 金 が 必 要 と な る 目 的 や 目 標 が 必 要 6 3と な る 。 し た が っ て 、

こ の よ う な 現 状 は 大 き な 課 題 で あ る と 言 え る 。  1 5  

 

 【 図 表 1 4】は 、老 後 の た め の 資 産 形 成 に お い て 有 効 だ と 思 う 制

度 の 認 識 を 表 し た も の だ 。 こ の 図 表 か ら 全 体 の 半 数 以 上 が 脆 弱 化 し

                                                   
6 3 大 石 ( 2 0 1 4 ) p . 1 2 参 照  

49.90%

35.60%

26.00%

47.80%

34.90%

25.80%

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

必要資金を認識している人 資金計画を策定している人 資金を確保している人

2016年 2019年
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つ つ あ る 公 的 年 金 を 、 資 産 形 成 に お い て 有 効 的 な 制 度 だ と 認 識 し て

お り 、 こ れ は 投 資 を は じ め と し た 他 の 資 産 形 成 手 段 が 認 識 さ れ て い

な い と い う こ と 原 因 で あ る と 考 え ら れ る 。 確 か に 、 公 的 年 金 で 資 産

形 成 は 可 能 で あ る が 、 公 的 年 金 だ け で は 老 後 の 十 分 な 資 金 確 保 は で

き な い と い う こ と を 認 識 さ せ る 必 要 が あ る だ ろ う 。  5  

 

【 図 表 1 4】 老 後 の 資 産 形 成 に お い て 、 有 効 だ と 思 う も の 6 4  

 

 

 1 0  

（ 出 所 ）日 本 F P 協 会 ( 2 0 1 8 )「 世 代 別 比 較  く ら し と お 金 に 関 す る 調 査 2 0 1 8」

p . 6 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

3 - 3 投 資 の 認 識  

 1 5  

現 状 、 我 が 国 に お い て 投 資 に つ い て は ど の よ う な 認 識 で あ る の だ

ろ う か 。【 図 表 1 5】 は 、 証 券 投 資 の 必 要 性 を 年 代 別 に 分 け て 表 し た

も の だ 。 こ の 図 表 か ら 投 資 を 必 要 だ と 考 え る 人 が 多 く の 年 代 で 増 え

                                                   
6 4 n = 1 , 2 0 0 人 、 複 数 回 答 可  

52.20%

42.90%

13.00% 11.30% 10.10%

0.80%
0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%
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て い る こ と が 読 み 取 れ る 。 ま た 3 0 代 ～ 5 0 代 で 投 資 が 必 要 だ と 思 う

人 の 割 合 が 高 い こ と も 読 み 取 れ る 。  

 

【 図 表 1 5】 証 券 投 資 の 必 要 性 (年 代 別 )  

 5  

 

 

(出 所 )日 本 証 券 業 協 会 ( 2 0 1 8 ) 「 証 券 投 資 に 関 す る 全 国 調 査 (調 査 結 果 概 要 )」

p . 2 1 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 1 0  

し か し 、 ほ と ん ど の 年 代 に お い て 3 年 間 で 投 資 が 必 要 だ と 考 え る

人 は 数 %し か 増 え て お ら ず 、 投 資 の 必 要 性 が 認 識 さ れ て い な い こ と

が 考 え ら れ る 。 で は な ぜ 投 資 は 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識 さ れ な い の

だ ろ う か 。【 図 表 1 6】よ り 、投 資 が 必 要 と 思 わ な い 理 由 は 、「 損 す る

可 能 性 が あ る 」が 4 3 . 7％ と 最 も 多 く 、次 に 多 い 理 由 が「 金 融 や 投 資1 5  

に 関 す る 知 識 を も っ て い な い 」 で あ る 。 投 資 に 関 す る 知 識 を 得 る 機

会 が な い が ゆ え に 、 投 資 の 必 要 性 を 認 識 で き な い の で は な い だ ろ う

か 。  

 

 2 0  

22.4%
24.5%

25.3%
27.1% 26.9%

24.3%

19.8%
17.2%

23.5%

31.1%

28.8% 29.3%

21.2%

25.0%
22.6%

11.0%

0.0%
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10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

20代 30代 40代 50代 60～64代 65～69代 70代 80代以上

2015年度（n=7,000) 2018年度（n=7,000）
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【 図 表 1 6】 証 券 投 資 が 必 要 と 思 わ な い 理 由 ( n = 5 , 2 2 0 )  

 

 
 

（ 出 所 ） 日 本 証 券 業 協 会 （ 2 0 1 8）「 証 券 投 資 に 関 す る 全 国 調 査 （ 調 査 結 果 概5  
要 ）」 p . 2 0 よ り 取 得 、 筆 者 作 成 。  

 

【 図 表 1 7】は 、投 資 を 検 討 し な か っ た 理 由 を 表 し た も の だ 。投 資

を 検 討 し な か っ た 理 由 と し て 最 も 多 い の は 「 十 分 な 知 識 が な い 」 が

5 8 . 7％ と 全 体 の 半 分 を 占 め て い る 。 次 に 「 損 を す る こ と が 不 安 」 や1 0  

「 興 味 が な い 」「 難 し そ う 」と い う 理 由 も 割 合 が 高 い 。そ し て こ の 2

つ に 続 い て 、「 商 品 選 択 の 難 し さ 」「 勉 強 や 調 べ る こ と が 面 倒 」 と い

っ た 理 由 が 多 い 。ま た 、「 忙 し く て 時 間 が な い 」と い っ た 個 人 の 事 情

や 、「ど の 銘 柄 を 取 引 す れ ば い い か わ か ら な い 」と い っ た 知 識 不 足 が

投 資 を し て い な い 理 由 に 挙 が っ て い る 。 こ れ ら 全 て が 、 資 産 形 成 を1 5  

す る 際 に 投 資 が 認 識 さ れ て い な い 足 枷 で あ る と 考 え る 。  

  

1.00%

27.80%

3.00%

2%

5.90%

25.90%

28.30%

33.70%

43.70%

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00% 70.00% 80.00%

無回答

特に理由はない

その他

将来の生活資金は十分持っている

周りに証券投資をしている人がいない

ギャンブルのようなもの

価格の変動に神経を使うのが嫌

金融や投資に関する知識を持っていない

損する可能性がある
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【 図 表 1 7】 投 資 を 検 討 し な か っ た 理 由 ( n = 3 , 1 8 2 ) 6 5  

 

 

 5  
（ 出 所 ） M U F G 資 産 形 成 研 究 所 ( 2 0 1 8 ) 「 金 融 リ テ ラ シ ー 1 万 人 調 査 の 概 要 ―

「 投 資 を し て い る 人 」 と 「 投 資 を し て い な い 人 」 の 違 い と は ―」 p . 1 1 よ り 取

得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

し か し 、 投 資 に 対 す る 認 識 は 投 資 を 実 際 に 始 め る こ と に よ っ て 変1 0  

え ら れ る 可 能 性 を 秘 め て い る 。【 図 表 1 8】 を 見 る と 、 投 資 の イ メ ー

ジ は 、こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 日 本 人 固 有 の 考 え 方 や 捉 え 方 か ら 、

全 体 的 に い ま だ マ イ ナ ス の イ メ ー ジ が 根 強 い こ と が 分 か る 。 特 に 預

貯 金 の み 保 有 層 で は マ イ ナ ス の イ メ ー ジ が 高 い 。 一 方 で 証 券 保 有 層

で は 、 預 貯 金 の み 保 有 層 と 比 較 す る と プ ラ ス イ メ ー ジ が 高 く 、 マ イ1 5  

ナ ス の イ メ ー ジ が 低 い こ と が 読 み 取 れ る 。 こ の こ と か ら 投 資 を 1 度

経 験 す る こ と で 、 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識 さ せ る こ と が で き る と 考

え る 。  

 

                                                   
6 5 ＜ 回 答 者 ＞ 企 業 勤 務 者 の う ち 、個 人 的 な 投 資 経 験 に つ い て「 投 資 を 検 討 し

た こ と が な い 」 を 選 択 し た 人  
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【 図 表 1 8】 証 券 投 資 の イ メ ー ジ （ 保 有 金 融 商 品 別 ） 6 6  

 

 

 5  

(出 所 )日 本 証 券 業 協 会 ( 2 0 1 8 ) 「 証 券 投 資 に 関 す る 全 国 調 査 (調 査 結 果 概 要 )」

p . 1 9 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

3 - 1、 2、 3 よ り 、 老 後 の 資 金 確 保 が 大 き な 問 題 で あ る に も か か わ

ら ず 、 資 産 形 成 手 段 の 一 つ で あ る 投 資 の マ イ ナ ス イ メ ー ジ は 根 強 い1 0  

こ と が 分 か っ た 。 1 - 3 で 述 べ た よ う に 、 ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ を す

る 上 で 最 も 重 要 な こ と は 「 合 理 的 に 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 手 段 を 考 え

る こ と 」 で あ る 。 合 理 的 に 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 手 段 を 考 え る に は 、

い か に し て 、 投 資 に 対 し て の 正 し い 認 識 を 身 に つ け る こ と が 出 来 る

か が 重 要 だ 。  1 5  

 

 

                                                   
6 6 複 数 回 答  

資産を

増やす

将来の

生活資

金の蓄

えに役
立つ

勉強に

なる

社会貢

献に役

立つ

楽しそう 難しい

ギャン

ブルの

ようなも

の

お金持

ちがや

るもの

なんと

なく怖い

しつこく

勧誘さ

れる

その他 無回答

全体（7,000) 37.60% 16.10% 8.70% 2.80% 2.00% 41.20% 32.60% 32.50% 29.30% 10.70% 2.40% 0.80%

預貯金のみ保有層(5,200) 33.30% 10.90% 5.80% 2.20% 1.30% 42.80% 34.50% 36.60% 32.30% 11.20% 2.30% 0.90%

証券保有層(1,257) 58.90% 39.50% 22.00% 5.60% 5.40% 32.60% 24.90% 13.20% 16.40% 8.40% 1.90% 0.20%

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

全体（7,000)

預貯金のみ保

有層(5,200)

証券保有層
(1,257)

プラスイメージ マイナスイメージ
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第 4 章  資 産 形 成 に お い て 個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を 作 り

出 す た め に 必 要 な 日 本 に お け る 金 融 教 育 の 目 的 と 目 標  

 

第 1 章 ～ 第 3 章 を 踏 ま え た う え で 私 た ち は 、投 資 を 資 産 形 成 の 手

段 と し て 正 し く 認 識 す る た め の 目 的 と 目 標 を 考 え た 。 投 資 を 資 産 形5  

成 の 手 段 と し て 認 識 し て も ら う た め の 目 的 と し て 「 個 人 が 投 資 と 向

き 合 う こ と 」 と す る 。 第 3 章 で 前 述 し た よ う に 、 投 資 に 対 し て 正 し

い 認 識 を し て い る 人 は 少 な く 、 投 資 未 経 験 者 は い ま だ に マ イ ナ ス の

イ メ ー ジ が 根 強 い 。 こ の 要 因 に は 、 投 資 お よ び リ ス ク に 対 す る 日 本

人 固 有 の 考 え 方 や 捉 え 方 が あ る 。投 資 は 身 近 な も の で は な く 、「生 活1 0  

と は か け 離 れ た 特 別 な こ と 」 6 7と い う イ メ ー ジ を 抱 く 個 人 が 多 く 、

そ れ ゆ え に 日 本 で は 投 資 に つ い て の 教 育 が 行 わ れ て こ な か っ た の で

は な い か と 考 え る 。「個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 」と い う 目 的 を 果 た す た

め に は 、 義 務 教 育 を 終 え た か 、 終 え て い な い か と い う 基 準 を 設 け 、

対 象 を 2 つ に 分 け る 必 要 が あ る と 考 え た 。  1 5  

義 務 教 育 段 階 の 1 5 歳 未 満 を 対 象 と し た 目 標 は 、 投 資 の ノ ウ ハ ウ

を 身 に 着 け る 教 育 を 行 う こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 ア ク テ ィ ブ ・ ラ

ー ニ ン グ を 用 い た 投 資 教 育 だ 。 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ と は 、 文 部

科 学 省 ( 2 0 1 7 )に よ る と 、「 学 校 教 育 に お け る 質 の 高 い 学 び を 実 現 し 、

学 習 内 容 を 深 く 理 解 し 、 資 質 ・ 能 力 を 身 に 付 け 、 生 涯 に わ た っ て 能2 0  

動 的 （ ア ク テ ィ ブ ） に 学 び 続 け る よ う に す る こ と 」 6 8 と 述 べ ら れ て

い る 。 子 ど も の う ち に ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ を 活 用 し た 投 資 教 育

を 行 う こ と で 、 現 状 の 投 資 お よ び リ ス ク に 対 す る 日 本 人 固 有 の 考 え

方 に 捉 わ れ ず に 、 投 資 と 向 き 合 う こ と が で き る と 考 え た 。 こ の よ う

な 教 育 を 、 義 務 教 育 の 過 程 で 行 う こ と で 、 子 ど も が 投 資 に つ い て 興2 5  

味 を 持 ち 、 子 ど も が き っ か け で 親 も 投 資 に 興 味 を 持 つ の で は な い だ

ろ う か 。 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ つ い て の 詳 し い 内 容 は 第 6 章 で 述

べ る 。  

                                                   
6 7 M U F G 資 産 形 成 研 究 所 ( 2 0 1 8 ) 「 金 融 リ テ ラ シ ー 1 万 人 調 査 の 概 要 ―「 投 資

を し て い る 人 」 と 「 投 資 を し て い な い 人 」 の 違 い と は ―」 p . 7 参 照  
6 8 文 部 科 学 省 ( 2 0 1 7 )  p . 2 2 引 用  
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義 務 教 育 を 終 了 し た 1 5 歳 以 上 を 対 象 と し た 目 標 は 、 日 常 生 活 の

中 で 身 近 な 存 在 で あ る ポ イ ン ト サ ー ビ ス を 活 用 し 投 資 す る 「 ポ イ ン

ト 投 資 」 を 利 用 す る こ と で あ る 。 ポ イ ン ト 投 資 は 、 投 資 金 額 が 少 額

で あ る こ と 、 お ま け と し て 獲 得 し た 有 効 期 限 の あ る ポ イ ン ト で の 投

資 で あ る こ と な ど か ら 、 近 年 で 多 数 の 利 用 者 を 獲 得 し て お り 、 そ の5  

中 に は 数 多 く の 投 資 未 経 験 者 が 含 ま れ る 6 9と い う 。ポ イ ン ト 投 資 は 、

投 資 に 対 す る 認 識 を 変 え ら れ る 可 能 性 を 秘 め て い る と 考 え た 。 こ ち

ら も 詳 し い 内 容 は 第 6 章 で 述 べ る 。  

 

第 5 章  目 的 ・ 目 標 達 成 の た め に 金 融 教 育 を 行 う 主 体 の 提 案  1 0  

 

金 融 広 報 中 央 委 員 会 で は 現 状 、【 図 表 1 9】 か ら も 分 か る よ う に 、

「 金 融 教 育 に 取 り 組 む 場 と し て 核 と な る の は や は り 学 校 で あ る 。」7 0

と 述 べ て い る 。 理 由 は 大 き く 2 つ あ る よ う だ 。 1 つ 目 に 「 学 校 で は

教 育 の 専 門 家 に よ り 体 系 的 に 教 育 が 行 わ れ る か ら 」 7 1と 挙 げ ら れ て1 5  

い る 。 し か し 、 第 2 章 で 述 べ た よ う に 、 現 状 、 金 融 と い う 分 野 で の

専 門 性 を 兼 ね 備 え て い る 教 員 は 我 が 国 で は 少 な い 。 ま た 、 2 つ 目 の

理 由 と し て 「 学 校 は 社 会 に 出 る 前 の す べ て の 児 童 ・ 生 徒 が 教 育 を 受

け る 場 で あ る か ら 」 7 2と 挙 げ ら れ て い る 。 し か し 、 現 状 我 が 国 に お

い て は 高 等 学 校 や 大 学 は 義 務 教 育 と さ れ て い な い 。  2 0  

  

                                                   
6 9「 ド コ モ の 「 d ポ イ ン ト 投 資 」、 利 用 者 が 4 0 万 人 超 」 日 経 速 報 ニ ュ ー ス ア

ー カ イ ブ 2 0 1 9 年 2 月 2 5 日 ア ク セ ス  
7 0 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） 引 用 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 ア ク セ ス  
7 1 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） 引 用 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 ア ク セ ス  
7 2 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） 引 用 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 ア ク セ ス  
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【 図 1 9】 学 校 に お け る 金 融 教 育 推 進 の た め の 各 主 体 の か か わ り  

 

 

 5  

(出 所 )  金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

さ ら に 、 金 融 広 報 中 央 委 員 会 は 「 金 融 教 育 の 次 の 担 い 手 と し て は1 0  

家 庭 が 挙 げ ら れ る 。」 7 3と 述 べ て い る 。ま た 、家 庭 だ け で は な く「 地

域 の 支 援 も 大 切 で あ る 。」 7 4と も 述 べ て い る 。 し か し 、 第 1 章 ～ 第 3

                                                   
7 3 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） 引 用 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 ア ク セ ス  
7 4 金 融 広 報 中 央 委 員 会

（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / d a t a / m a g a z i n e / p r o g r a m / p r o g r a m 0 1

/ p r o g r a m 1 0 4 . h t m l ） 参 照 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 ア ク セ ス  
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章 の 課 題 や 現 状 を 踏 ま え る と 、 我 が 国 に お い て は 学 校 や 家 庭 が 主 体

と な る こ と は 難 し い の で は な い か と 考 え る 。  

そ こ で 新 た に 、 金 融 教 育 を 行 う 主 体 を 考 え た 時 、 ま ず こ の 世 の 金

融 と い う 機 能 を 十 分 に 発 揮 さ せ る 仕 組 み を 構 築 し 、 日 本 の 経 済 や 産

業 を 活 性 化 さ せ 、 日 本 経 済 の 根 幹 を 支 え る と い う 役 割 も 担 っ て い る5  

7 5も の と し て 「 金 融 庁 」 が 適 切 で は 無 い か と 考 え た 。 し か し 、 金 融

庁 は 金 融 機 関 な ど に 指 導 を 行 う だ け で 、 実 際 に 金 融 教 育 を 行 う 場 を

提 供 し て く れ る わ け で は な い 。 そ こ で 金 融 教 育 を 行 う 主 体 の 提 案 と

し て 、 平 等 に 金 融 教 育 お よ び 投 資 教 育 に つ い て の 知 識 を 教 え る こ と

が で き る 、 金 融 機 関 を 主 体 と し て 提 案 す る 。  1 0  

 

【 図 表 2 0】 業 界 連 携 、 大 学 講 座 の メ リ ッ ト  

 

 

 1 5  

（ 出 所 ）神 山（ 2 0 1 5 ）「 大 学 に お け る パ ー ソ ナ ル フ ァ イ ナ ン ス 教 育 の 試 み 」

P. 1 8 5 よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

【 図 表 2 0】は 企 業 と 教 育 現 場 が 連 携 す る こ と で 生 じ る メ リ ッ ト を

示 し た も の で あ る 。 教 育 現 場 で は 、 学 生 が 金 融 知 識 を 効 率 的 に 身 に2 0  

付 け る こ と が で き 、 か つ 将 来 の プ ラ ン を 考 え る き っ か け に な る と い

う メ リ ッ ト が あ る こ と が 分 か る 。 ま た 、 大 学 な ど の 教 育 現 場 は 学 生

に 対 し て 、 実 践 的 に 教 育 指 導 が で き る こ と 、 講 義 内 容 に 中 立 性 ・ 公

平 性 が 生 じ ず 金 融 教 育 を 受 け 入 れ や す い と い う メ リ ッ ト が あ る 。  

さ ら に 金 融 業 界 は 、C S R 活 動 と し て 金 融 教 育 を 行 う こ と で 地 域 社2 5  

                                                   
7 5 金 融 庁 （ h t t p s : / / w w w. f s a . g o . j p / c o m m o n / a b o u t / f s a i n f o . h t m l ） 参 照 2 0 1 9

年 1 0 月 2 4 日 ア ク セ ス  
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会 の た め に 貢 献 し て い る こ と を ア ピ ー ル す る こ と が で き 、 か つ 産 学

連 携 に よ り 新 し い 研 究 開 発 や 新 事 業 の 創 出 が 期 待 さ れ る と い う メ リ

ッ ト が あ る 。 ま た 、 2 0 1 9 年 8 月 2 0 日 付 の 日 本 経 済 新 聞 に よ れ ば 、

充 実 だ と 言 わ れ 続 け な が ら 、 充 実 し て い る と は 言 い が た い 金 融 教 育

に 金 融 庁 が 本 気 で 取 り 組 み 始 め 、 金 融 授 業 に 参 加 し た 生 徒 は 延 べ １5  

万 人 を 超 え た 7 6と い う 。  

こ の よ う に 「 金 融 庁 」 が 今 後 も 指 導 者 と な り 、 金 融 機 関 が 主 体 と

な る こ と で 日 本 で は 金 融 教 育 が よ り 浸 透 し 、 私 た ち が 考 え る 目 的 目

標 を 達 成 さ せ る こ と が で き る と 考 え る 。  

次 章 で は 、 投 資 を 生 活 す る う え で 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識1 0  

さ せ る た め に 必 要 な こ と を 述 べ て い く 。  

 

第 6 章  投 資 を 生 活 す る う え で 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て 認

識 さ せ る た め に 必 要 な こ と  

 1 5  

6 - 1 子 供 へ の 金 融 教 育  

 

子 ど も へ の 金 融 教 育 は 、 第 4 章 で も 前 述 し て あ る と お り 投 資 の ノ

ウ ハ ウ を 身 に つ け る こ と が 目 標 で あ る 。 ノ ウ ハ ウ を 身 に つ け る こ と

を 、 幼 少 の 段 階 で 行 う こ と に よ っ て 大 人 に な っ た 際 に 現 状 の 投 資 及2 0  

び リ ス ク に 対 す る 日 本 人 固 有 の 考 え 方 に 捉 わ れ ず 投 資 と 向 き 合 う こ

と が で き る と 考 え た 。 そ の 為 に は 、 学 校 教 育 だ け で は な く 学 校 以 外

で も 投 資 教 育 を 行 っ て い く 必 要 が あ る の で は な い か と 考 え る 。 子 ど

も へ の 投 資 教 育 に は ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ （ 以 下 A L と 述 べ る 。）

を 用 い た 方 法 が 有 効 的 で あ る の で は な い だ ろ う か 。 以 上 を 踏 ま え 、2 5  

A L の 必 要 性 と そ の 上 で 私 た ち が 考 え る 提 言 を 論 じ て い く 。  

 

                                                   
7 6 「 学 校 で は 教 え て く れ な い 、 一 肌 脱 い だ 金 融 マ ン 」『 日 本 経 済 新 聞 』 2 0 1 9

年 8 月 2 0 日 参 照  
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6 - 1 - 1 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 必 要 性  

 

『 広 辞 苑 （ 第 七 版 ）』（ 2 0 1 8） で は 、 A L と は 「 問 題 解 決 学 習 ・ 体 験

学 習 ・ グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・ デ ィ ベ ー ト な ど 、 学 習 者 の 能 動

的 な 参 加 を 取 り 入 れ た 教 育 法 の 総 称 。」 と あ る 。 A L を 利 用 し た 投 資5  

教 育 を 行 う の は 、 実 際 に 投 資 を 実 践 さ せ る た め の 第 1 歩 と し て の 教

育 に な る と 考 え る 。 な ぜ な ら 、 A L は 定 義 か ら も 分 か る よ う に 、 従

来 の 金 融 教 育 の 学 び 方 と 違 い 、 実 践 力 が 身 に 付 く 教 育 方 法 で あ る か

ら だ 。 中 央 教 育 審 議 会 ( 2 0 1 6 )で は 、 学 び の 質 の 向 上 に 向 け た 取 り 組

み と し て 、「 単 に 知 識 を 記 憶 す る 学 び に と ど ま ら ず 、 身 に 付 け た 資1 0  

質 ・ 能 力 が 様 々 な 課 題 の 対 応 に 生 か せ る こ と を 実 感 で き る よ う な 、

学 び の 深 ま り も 重 要 に な る 」 7 7と 示 し た 。  

ま た 、 A L は 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 さ せ る た め の 視

点 と し て 位 置 づ け ら れ る こ と に な る 。」7 8と 述 べ て い る 。そ し て 、「子

ど も た ち が こ れ か ら の 時 代 に 対 応 で き る 資 質 ・ 能 力 を 身 に 付 け 生 涯1 5  

学 び 続 け る こ と が で き る よ う に 、『主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 』の 実

現 に 向 け た 授 業 改 善 を 推 進 す る 視 点 で 提 言 さ れ て い る 。」7 9と 述 べ ら

れ て い る 。 つ ま り 、 A L は 深 い 学 び を 実 現 さ せ る た め に 重 要 な も の

だ と い う こ と が 理 解 で き る 。 実 際 に 、 A L を 取 り 入 れ た 先 行 研 究 に

よ れ ば 、「『 座 学 の ス ラ イ ド で み た こ と を や っ て み る こ と で 実 感 す る2 0  

こ と が で き た 』『演 習 と 座 学 を 半 分 ず つ 行 う 授 業 だ っ た の で よ り た め

に な っ た 』『座 学 以 外 に も 学 び 方 が た く さ ん あ り 、あ っ と い う 間 の ４

日 間 だ っ た 』な ど の 肯 定 的 な コ メ ン ト が 得 ら れ た 。」8 0と い う 。ま た 、

「 A L 型 授 業 を 受 講 し た 6 6 名 の 学 生 に ア ン ケ ー ト 形 式 で 授 業 満 足 度

を 調 査 し た 。 こ の よ う な A L 型 授 業 に つ い て の 満 足 度 を 5 段 階 評 価2 5  

で「 非 常 に 満 足 し た 」「 満 足 し た 」と 回 答 し た 学 生 が 6 0 名 で 9 0 . 9％

                                                   
7 7 中 央 教 育 審 議 会 ( 2 0 1 6 ) p . 4 7 引 用  
7 8 山 内 、 エ ジ ハ ー ジ ・ ド ー ラ 、 米 倉 ( 2 0 1 9 ) p . 9 6 引 用  
7 9 喜 多 ( 2 0 1 9 ) p . 1 5 引 用  
8 0 糸 田 ( 2 0 1 9 ) p . 7 3 引 用  
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と な っ た 」 8 1と い う 結 果 か ら 、 非 常 に 多 く の 受 講 者 か ら 満 足 し た 評

価 を 得 ら れ て い る こ と が 分 か る 。  

A L は 、 学 ん だ こ と を 即 座 に 実 感 す る こ と が で き る た め 、 満 足 度

が 高 い 。 そ し て 、 自 分 か ら 何 か を 行 う と い っ た 主 体 性 ・ 能 動 性 を 向

上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な A L か ら 、 得 ら れ る 様 々 な 効 果5  

を 投 資 教 育 に 活 用 す る こ と が で き れ ば 、 投 資 を す る こ と に 対 し て 、

正 し い 認 識 が 得 ら れ 、 投 資 に 向 き 合 う こ と が で き る の で は な い か 。

し た が っ て 、 投 資 教 育 を 行 う 上 で A L の 必 要 性 は 高 く 、 子 ど も の 時

か ら 投 資 と 向 き 合 わ せ る こ と で 、 投 資 を 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て

認 識 さ せ る こ と が で き る と 考 え る 。  1 0  

 

6 - 1 - 2 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ を 活 用 し た 提 言  

 

【 図 表 2 1】 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 多 様 な 方 法  

 1 5  

 

(出 所 )山 地 ( 2 0 1 4 ) 「 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 実 質 化 に 向 け て 」 p . 3 か ら 取

得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

                                                   
8 1 松 井 ( 2 0 1 9 ) p . 9 1 引 用  

プロジェクト学習
創成学習

レポート・ライティング

実習

広い

低い

高い

狭い

構造の自由度

構造の範囲

プレゼンテーション

フィールドワーク

ディベート

シミュレーション・ゲーム

ケースメソッド

問題基礎学習

(グループ学習)

振り返りシート 授業外学習

クリッカー
ミニテスト

実験 調査
演習

知識の活用・
創造をめざす

知識の定着・
確認をめざす

応用志向

表現志向

金融・投資教育
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前 述 し た よ う に 現 状 我 が 国 に お い て 投 資 教 育 は ほ と ん ど 行 わ れ て

い な い こ と か ら 、 浸 透 し て い る と は 言 い が た い 。 ま た 、 金 融 ・ 投 資

学 習 の 経 験 が あ っ て も 知 識 の 定 着 率 は 低 い こ と が わ か っ て い る 。 そ

こ で 私 達 は 、 実 際 に 活 動 し な が ら 学 ぶ こ と が で き る A L で 、 学 生 が

能 動 的 に 投 資 教 育 の 学 ぶ 場 を 提 供 す る こ と を 提 言 と す る 。A L は 、【図5  

表 2 1】 の よ う に 多 様 な 方 法 が あ る 。 投 資 教 育 を 行 う 上 で は 、「 グ ル

ー プ 学 習 」 や 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ゲ ー ム 」 な ど が 有 効 な 方 法 で あ

る と 考 え る 。「 グ ル ー プ 学 習 」を 活 用 し た 投 資 教 育 は 、子 ど も を 対 象

と し た 投 資 教 育 セ ミ ナ ー だ 。 こ れ は 主 に 金 融 機 関 に セ ミ ナ ー を 請 け

負 っ て も ら い 、【 図 表 2 2】 の よ う に 段 階 ・ 年 齢 別 に 分 け て 行 う 。  1 0  

 

【 図 表 2 2】 段 階 ・ 年 齢 別 の 金 融 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム  

 

 

 1 5  
(出 所 )筆 者 作 成 。  

 

ま た 、「シ ミ ュ レ ー シ ョ ン・ゲ ー ム 」を 活 用 し た 投 資 教 育 は 、日 本

最 大 の バ ー チ ャ ル 株 式 投 資 ゲ ー ム サ イ ト 「 ト レ タ ビ 」 8 2や 日 本 証 券

業 協 会 が 運 営 し て い る 「 株 式 学 習 ゲ ー ム 」 8 3、 ま た 、 み ず ほ 証 券 が2 0  

運 営 し て い る 「 株 式 投 資 ト レ ー ニ ン グ 」 8 4の よ う な 投 資 ゲ ー ム を 子

                                                   
8 2 ト レ タ ビ Ｈ Ｐ （ h t t p s : / / w w w. k - z o n e . c o . j p / t d ） 参 照  2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア

ク セ ス  
8 3 自 身 で 企 業 情 報 な ど か ら 株 式 の 銘 柄 選 び を 架 空 の お 金 を 使 用 し バ ー チ ャ

ル ゲ ー ム で 学 ぶ こ と が で き る も の で あ る 。（ 日 本 証 券 業 協 会 Ｈ Ｐ

（ h t t p : / / w w w. j s d a . o r . j p / ） 参 照 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  
8 4  ゲ ー ム 内 で 扱 う 株 価 が 実 際 の 株 価 が 2 0 分 遅 れ で 反 映 さ れ る リ ア ル な 環

境 で 株 式 投 資 を 体 験 で き る も の で あ る 。（ み ず ほ 証 券 Ｈ Ｐ

（ h t t p s : / / w w w. m i z u h o - s c . c o m / i n d e x . h t m l ）参 照 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ

ス  

初
級

小学校
（1～4年）

お金とは（グループディスカッション）、お金クイズ、お金の数え方、お金
に触れる体験など

中
級

小学校
（5～6年）

お金の増やし方、働くこと意外にお金をもらう方法とは(グループディス
カッション)、モノポリーなど

上
級

中学校
（1～3年）

株式の役割について、株式投資ゲーム（グループごとに体験）など
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ど も に 実 践 す る こ と だ 。 こ の よ う な 方 法 を 活 用 す る こ と で 、 小 ・ 中

学 生 の 段 階 で 投 資 へ の 魅 力 と 投 資 の 仕 組 み に つ い て 理 解 さ せ る こ と

が で き る の で は な い か 。 ま た 、 投 資 ゲ ー ム に は 、 様 々 な メ リ ッ ト が

あ る 。 具 体 的 に は 「 株 式 市 場 の 動 向 を 追 う こ と に よ っ て 経 済 全 体 の

知 識 を 吸 収 す る 場 に な る 。」 8 5と い う こ と が 挙 げ ら れ て い る 。  5  

 

【 図 表 2 3】 投 資 に 関 す る 知 識 の 習 得 方 法 ( n = 1 , 7 5 8 ) 8 6  

 

 

 1 0  

( 出 所 )  日 本 証 券 業 協 会 ( 2 0 1 8 )「 証 券 投 資 に 関 す る 全 国 調 査（ 調 査 結 果 概 要 ）」p . 2 7

よ り 取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

 

日 本 証 券 業 協 会 が 2 0 1 8 年 に 行 な っ た 調 査 に よ れ ば 【 図 表 2 3】 の

よ う に 、様 々 な 機 関 が 行 な う セ ミ ナ ー へ の 参 加 や P C、タ ブ レ ッ ト 、1 5  

ス マ ー ト フ ォ ン を 利 用 し イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 、 投 資 に 関 す る 知 識 を

習 得 す る 人 が 多 い こ と が 分 か る 。 習 得 す る 際 に A L を 活 用 す る こ と

                                                   
8 5 山 澤 （ 2 0 0 5） p . 6 9 参 照  
8 6 複 数 回 答  

34.10% 34.00%

22.70%

29.30%

24.50%
23.20% 22.30%

16.20%
15.00%

8.90%

0.30%
0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

30.00%

35.00%

40.00%
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で よ り 投 資 に 関 す る 知 識 の 定 着 率 を 高 め る こ と が で き る の で は な い

だ ろ う か 。  

 

6 - 2 大 人 へ の 金 融 教 育  

 5  

近 年 、 フ ィ ン テ ッ ク の 影 響 を 受 け て 8 7、 身 近 な ス マ ー ト フ ォ ン で

投 資 を 行 え る よ う に な り 、 買 い 物 な ど を 通 じ て 生 じ る ポ イ ン ト を 用

い て 、投 資 信 託 や E T F な ど の 金 融 商 品 を 購 入 で き る「 ポ イ ン ト 投 資 」

サ ー ビ ス が 誕 生 し 、 注 目 さ れ て い る 。  

 1 0  

【 図 表 2 4】 ポ イ ン ト 運 用 型 と 現 金 運 用 型 サ ー ビ ス の 概 要  

 

 

（ 出 所 ） ダ イ ヤ モ ン ド 社 （ 2 0 1 8）「 ダ イ ヤ モ ン ド ・ Z A i 」 p p . 1 2 4 - 1 2 5 か ら 取

得 し 、 筆 者 が 作 成 。  1 5  

                                                   
8 7「 ポ イ ン ト 元 手 に 投 資 ― ―運 用 学 べ る 良 い チ ャ ン ス（ サ イ フ の み ら い ）」『 日

経 M J  』 2 0 1 8 年 1 0 月 3 日  

現金運用型 ポイント運用型

提供
会社

楽天証券 インヴァスト
証券

トラノテック クレディセゾン NTTドコモ
ストック
ポイント

対象
ポイント

①楽天スー
パーポイント

②楽天証券
ポイント

インヴァストカー
ドポイント

①ポイントエクス
チェンジポイント
②ジー・ポイント
③ネットマイル
④ポイントタウン

永久不滅ポイント dポイント
ドットマネー

byAmeba

必要
口座

楽天証券
口座

トライオートETF
口座

トラノコ口座 なし なし なし

コスト 投資する投
信による

スプレッドと金利
が必要

月額300円＋運用
報酬

なし なし なし

運用また
は連動
する商品

投信
約2,600本

ETF全8本 投信全3本
投資2種
ETF2種
株式3銘柄

投信2種
ETF4種
株式8銘柄

必要最
低ポイン
ト数

100ポイント 800ポイント

①6ポイント
②5ポイント
③10マイル
④100ポイント

100ポイント 100ポイント 100マネー

ポイント
積み立て

× ○ × ○ × ×

ポイント
の貯め
方

①100ポイン
ト毎に1ポイ

ント還元②楽
天証券の取
引で貯まる

インヴァストカー
ドの利用につき
原則1%ポイント
還元

通販サイトの利用
やアンケート回答
で貯める

原則1,000円毎に
1ポイント還元

原則100ポイント

毎に１ポイント還
元

通販サイト利用

やアンケートで貯
まる
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ポ イ ン ト 投 資 は 、 ス マ ー ト フ ォ ン か ら の 簡 単 な 操 作 で 「 現 金 運 用

型 」 と 「 ポ イ ン ト 運 用 型 」 の 2 種 類 を 行 う こ と が で き る 。 現 金 運 用

型 は ポ イ ン ト で 株 式 や 投 資 信 託 を 買 う こ と が で き 、 実 際 の 投 資 を ポ

イ ン ト か ら 体 験 す る こ と が 出 来 る 。 一 方 ポ イ ン ト 運 用 型 は ポ イ ン ト5  

の 増 減 が 金 融 商 品 の 値 動 き に 連 動 す る 8 8た め 擬 似 的 な 投 資 体 験 が で

き る 。【 図 表 2 4】 は こ れ ら の 概 要 を ま と め た も の で あ る 。  

ポ イ ン ト 投 資 は 、 少 額 の ポ イ ン ト か ら 手 軽 に 投 資 を 始 め ら れ る と

い う 点 で 非 常 に 魅 力 的 8 9で あ る こ と や 、 ポ イ ン ト 自 体 に は 金 利 が つ

か な い た め 、 貯 め て お く こ と の 非 合 理 性 9 0を 解 決 で き 、 有 効 期 限 の1 0  

あ る ポ イ ン ト を 投 資 に ま わ す こ と が で き る な ど 利 点 が 多 い 。  

 

【 図 表 2 5】 ど の よ う な 商 品 ・ 仕 組 み が あ れ ば 、 投 資 を 始 め る か 9 1  

 

 1 5  
(出 所 )  M U F G 資 産 形 成 研 究 所 （ 2 0 1 8）「 金 融 リ テ ラ シ ー 1 万 人 調 査 の 概 要 －  

『 投 資 を し て い る 人 』 と 『 投 資 を し て い な い 人 』 の 違 い と は － 」 P. 1 4 よ り

取 得 し 、 筆 者 が 作 成 。  

                                                   
8 8「 ポ イ ン ト 、 投 資 の 入 り 口 に  抵 抗 感 和 ら げ 若 者 呼 び 込 む 」 日 経 速 報 ニ ュ

ー ス ア ー カ イ ブ 2 0 1 8 年 1 0 月 3 1 日 ア ク セ ス  
8 9「 ポ イ ン ト 元 手 に 投 資 ― ―運 用 学 べ る 良 い チ ャ ン ス（ サ イ フ の み ら い ）」『 日

経 M J 』 2 0 1 8 年 1 0 月 3 日 参 照  
9 0 大 江 ( 2 0 1 6 ) p . 2 0 3 参 照  
9 1 ＜ 回 答 者 ＞ 企 業 勤 務 者 の う ち 、個 人 的 な 投 資 経 験 に つ い て「 開 設 し た 投 資

用 口 座 で 、実 際 に 投 資 を 実 施 し た こ と が あ る 」以 外 を 選 択 し た 人（ 5 , 1 3 8 人 ）   
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口座開設から投資まで「パソコン」で完結できる

AIが運用指南をしてくれる

口座開設から投資まで「スマホのアプリ」で完結できる

基本が詰め込まれたパッケージ商品がある

アドバイザーやFPに気軽に相談することができる

給与や賞与から天引きで投資ができる

内容を知らなくても投資ができる商品がある

買い物のおつりやポイントで投資ができる

損をしても気にならない程度の少額からできる
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ま た 、【 図 表 2 5】 は 投 資 を は じ め る に あ た り 、 ど の よ う な 金 融 商

品・仕 組 み に 需 要 が あ る の か を 表 し た も の で あ る 。「 損 し て も 気 に な

ら な い 程 度 の 少 額 か ら で き る 」と い う 意 見 が 3 1 . 6％ と 最 も 多 く 、次

に 多 い の は 「 買 い 物 の お つ り や ポ イ ン ト で 投 資 が で き る 」 で あ る こ5  

と が 分 か る 。 こ の よ う な 結 果 か ら も 、 ポ イ ン ト 投 資 は 、 投 資 未 経 験

者 が 、 投 資 に 対 し て 抱 い て い る 間 違 っ た 認 識 を 取 り 除 く こ と が で き

る の で は な い か と 考 え る 。 次 節 で は 、 ポ イ ン ト 投 資 の 課 題 に つ い て

述 べ て い く 。  

 1 0  

6 - 2 - 1 ポ イ ン ト 投 資 の 課 題  

 

ポ イ ン ト 投 資 の 課 題 と し て 、 操 作 が 簡 易 的 す ぎ る こ と に 加 え て 、

お ま け 感 覚 で あ る ポ イ ン ト か ら 始 め ら れ る が ゆ え に 、 現 金 を 用 い た

資 産 形 成 に は 繋 が ら な い の で は な い か と い う 課 題 が 考 え ら れ る 。  1 5  

 

【 図 表 2 6】 ポ イ ン ト 投 資 の 手 順  

 

 

 2 0  

（ 出 所 ） ク レ デ ィ セ ゾ ン H P

（ h t t p s : / / w w w. a - q - f . c o m / c o n t e n t s / e x t r a / p o i n t u n y o u _ o p / i n d e x . h t m l ） よ り

取 得 、 筆 者 が 作 成  

 

【 図 表 2 6】は 、実 際 に 私 た ち が 行 っ た 、ク レ デ ィ セ ゾ ン の 永 久 不2 5  

滅 ポ イ ン ト を 用 い た ポ イ ン ト 投 資 サ ー ビ ス の 手 順 で あ る 。 実 際 の 投

資 と 違 い 、 選 択 で き る 金 融 商 品 が 2 種 し か な く 迷 わ ず に 選 択 で き る

セゾンPortal
起動

「運用する」
ボタンクリック

ポイント
運用開始

コース選択や
指定された数の
銘柄選択を操作

株式・投資信託
から商品を選択
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一 方 で 、 操 作 方 法 が 簡 易 的 す ぎ る た め 、 資 産 運 用 や 投 資 に つ い て の

知 識 が 身 に つ か な い と い う デ メ リ ッ ト を 感 じ た 。  

ま た 、 ポ イ ン ト 運 用 型 は 、 証 券 口 座 、 コ ス ト 、 知 識 と い う 投 資 を

す る う え で 、 必 須 で あ る 3 つ の 要 素 が す べ て 不 要 で あ る こ と が わ か

っ た 。 こ の こ と か ら 、 実 際 の お 金 で は な い ポ イ ン ト を 使 う こ と で 投5  

資 初 心 者 の 心 理 的 な 抵 抗 感 を 下 げ る こ と が で き 9 2、 損 し た 時 の 精 神

的 不 安 が 非 常 に 少 な く な る と い う こ と が 、 投 資 未 経 験 者 に と っ て は

最 大 の メ リ ッ ト で あ る と 考 察 で き る 。 で は 、 ポ イ ン ト 運 用 型 の 経 験

を 踏 ま え た 上 で 、 自 ら 稼 い だ 現 預 金 を 実 際 の 投 資 に ま わ せ る よ う に

な る の だ ろ う か 。  1 0  

 

6 - 2 - 2 ポ イ ン ト 投 資 を 活 用 し た 提 言  

 

前 述 し た よ う に ポ イ ン ト 投 資 に は 、「ポ イ ン ト 運 用 型 」の 他 に「 現

金 運 用 型 」 が あ る 。 私 た ち は 「 ポ イ ン ト 運 用 型 」 の 経 験 を 踏 ま え た1 5  

上 で 、 自 ら 稼 い だ 現 預 金 を 実 際 の 投 資 に ま わ せ る よ う に す る に は 、

現 金 運 用 型 を 次 の ス テ ッ プ と し て 考 え た 。 現 金 運 用 型 で は 、 ポ イ ン

ト で 金 融 商 品 の 購 入 が 可 能 と な り 、 証 券 口 座 の 開 設 が で き る と い う

本 格 的 な 投 資 に 近 い サ ー ビ ス と な っ て い る 。「ポ イ ン ト 運 用 型 」と い

う 擬 似 的 な 投 資 体 験 で 成 功 経 験 を 感 じ 、ポ イ ン ト を 入 り 口 と し た「 現2 0  

金 運 用 型 」 の ス テ ッ プ を 踏 ん だ 上 で 、 本 格 的 な 投 資 に 進 ん で い く こ

と で 投 資 を 生 活 に 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識 で き る よ う に な る

と 考 え る 。 ま た 、 ポ イ ン ト 投 資 が 投 資 未 経 験 者 に と っ て 、 始 め や す

い と 感 じ さ せ る 最 も 大 き な 要 因 は 、 自 ら 稼 い だ お 金 で は な く 付 随 的

に 得 た ポ イ ン ト で あ る た め で あ る と 考 え た 。 ポ イ ン ト 投 資 の よ う な2 5  

ポ イ ン ト か ら 運 用 で き る シ ス テ ム を 、 他 の 資 産 形 成 手 段 に 取 り 入 れ

る こ と に よ っ て 、 損 し た と き に 精 神 的 負 担 が 少 な く 、 よ り 気 軽 に 資

産 運 用 に 向 か う の で は な い か と 考 え る 。 例 え ば 、 個 人 型 確 定 拠 出 年

                                                   
9 2「 ポ イ ン ト 、 投 資 の 入 り 口 に T ポ イ ン ト で 新 証 券 会 社 C C C と S B I が 設 立

発 表 若 者 の 取 り 込 み 狙 う 」『 日 本 経 済 新 聞 』 2 0 1 8 年 1 0 月 3 1 日 参 照  
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金 制 度 へ の 導 入 だ 。 現 状 、 我 が 国 で は 、 第 1 章 で も 述 べ た よ う に 、

企 業 に お い て 投 資 教 育 は 義 務 付 け ら れ て い る も の の 、「仕 事 が 忙 し く

て 運 用 に は あ ま り 興 味 が な い と 言 う 人 も 多 く 、 会 社 で 「 確 定 拠 出 年

金 」 に 加 入 し て い る 人 の 6 割 は 、 投 資 な ど せ ず に 定 期 預 金 な ど の 元

本 が 保 証 さ れ る も の に 加 入 し て い る 」 9 3と い う 。 そ こ で 、 企 業 が 従5  

業 員 へ 付 与 し て い る 掛 金 を ポ イ ン ト と す る こ と で 、 投 資 を 始 め る き

っ か け と な り 投 資 を 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識 さ せ る こ と が で

き る と 考 え る 。  

 

終 わ り に  1 0  

 

近 年 、 将 来 や 老 後 に 不 安 を 抱 え る 個 人 が 増 え て い る 。 同 時 に 、 社

会 保 障 の 脆 弱 化 、 低 金 利 環 境 の 中 長 期 的 な 経 済 社 会 問 題 に よ り 、 金

融 を 巡 る 環 境 は 大 き く 変 化 し て い る 。 こ れ ら の 変 化 か ら 、 日 本 政 府

は 、「貯 蓄 か ら 資 産 形 成 へ 」と い う 政 策 目 標 の 元 、金 融 教 育 の 推 奨 を1 5  

始 め た 。 し か し 、 金 融 教 育 の 推 奨 活 動 は 2 0 年 以 上 前 か ら 行 っ て い

る に か か わ ら ず 、「貯 蓄 か ら 資 産 形 成 へ 」が 浸 透 し て い る と は 言 い が

た い 。 そ の 背 景 と し て 、 主 旨 文 に も あ る よ う に 、 投 資 お よ び そ の リ

ス ク に 対 す る 日 本 人 固 有 の 考 え 方 や 捉 え 方 が 挙 げ ら れ る 。 多 く の 日

本 人 は 「 投 資 は 生 活 と は か け 離 れ た 特 別 な こ と 」 と い う イ メ ー ジ を2 0  

抱 い て い る の だ 。  

し か し 、 ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ を す る 上 で 最 も 重 要 な こ と は 「 合

理 的 に 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 手 段 を 考 え る こ と 」 で あ る 。 合 理 的 に 資

産 運 用 ・ 資 産 形 成 手 段 を 考 え る に は 、 ど の よ う に し て 、 投 資 に 対 し

て の 正 し い 認 識 を 身 に つ け る こ と が で き る か が 重 要 だ 。  2 5  

そ こ で 、 投 資 と 向 き 合 う に は 、 投 資 を 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て

認 識 す る こ と が 最 重 要 事 項 で あ る と 考 え 、 目 的 と し 、 実 際 に 投 資 を

始 め る ま で の 課 題 を 指 摘 し た 。 そ の 課 題 の 1 つ に 、 日 本 の 金 融 教 育

内 容 が 挙 げ ら れ る 。 日 本 で は 様 々 な 金 融 教 育 が 行 わ れ て い る と 言 い

                                                   
9 3 荻 原 ( 2 0 1 7 ) p . 1 7 9 引 用  
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つ つ も 、 内 容 は 投 資 の 魅 力 を 上 手 く 伝 え る 教 育 と し て 適 切 と は 言 い

難 い 。 私 た ち は 、 個 人 の 将 来 の 資 産 形 成 を 考 え る 為 に 、 資 産 運 用 に

お い て 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を 作 り 出 す 教 育 方 法 を 考 え る べ き と い う

結 論 に 至 っ た 。  

そ こ で 、 投 資 を 魅 力 的 に 感 じ て も ら い 、 生 活 に 身 近 な 資 産 形 成 手5  

段 と し て 認 識 す る た め に 重 要 と な る の が「 ポ イ ン ト 投 資 」を 利 用 し 、

投 資 へ の ハ ー ド ル を 下 げ る こ と で あ る と 考 え た 。 私 た ち が 生 活 す る

う え で 身 近 に あ り 、 お ま け の よ う な 感 覚 で あ る ポ イ ン ト が 投 資 を 始

め る 上 で 、 現 金 同 等 の 出 資 金 の よ う な 概 念 と な れ ば 、 ポ イ ン ト か ら

運 用 で き る シ ス テ ム が 資 産 運 用 に 取 り 入 れ ら れ る だ ろ う 。 そ し て 、1 0  

資 産 形 成 の 入 り 口 が 広 が り 、「貯 蓄 か ら 資 産 形 成 へ 」の 促 進 と な る だ

ろ う 。 そ し て 、 ポ イ ン ト 投 資 を 含 め ま だ 実 際 の 投 資 を 行 な え な い 義

務 教 育 段 階 で あ る 子 ど も た ち に は 、「ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ 」と い

う 能 動 的 な 学 び 方 で 投 資 を 魅 力 的 に 感 じ て も ら え る 教 育 現 場 を 提 供

す る べ き と 考 え た 。 こ の 2 つ の 方 法 で 、 投 資 と 向 き 合 う 時 間 や 機 会1 5  

を 増 や す こ と に 繋 が り 、 投 資 を 身 近 な 資 産 形 成 手 段 と し て 認 識 し 、

資 産 運 用 に お い て 個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を 作 り 出 す 金 融 教 育 を  

行 な う こ と が で き る と 考 え た 。  

私 た ち が 考 え た 提 言 が 、 個 人 が 投 資 と 向 き 合 う 流 れ を 作 り 出 し 、 投

資 を 資 産 形 成 の １ つ の 手 段 と し て 認 識 す る こ と で 、 日 本 の 発 展 に 貢2 0  

献 す る こ と を 願 い 、 総 括 と す る 。  
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神 山 久 美 ( 2 0 1 5 ) 「 大 学 に お け る パ ー ソ ナ ル フ ァ イ ナ ン ス 教 育 の 試 み 」  2 0  
観 音 寺 命 ( 2 0 1 6 )「 日 本 の 金 融 教 育 の 現 状 と こ れ か ら の 課 題 ―各 国 と の 比 較 を

通 じ て ―」  

喜 多 容 子 （ 2 0 1 9 ）  「 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ を 意 識 し た 授 業 展 開 ― 「 初 等

中 等 教 科 教 育 実 践 Ⅱ 」 の 授 業 に お け る 取 組 ―」  

金 融 広 報 中 央 委 員 会 （ 2 0 1 6）「 金 融 リ テ ラ シ ー 調 査 」 の 結 果 」  2 5  
金 融 広 報 中 央 委 員 会 （ 2 0 1 9）「 金 融 リ テ ラ シ ー 調 査  2 0 1 9 年 」 の 結 果 」  

金 融 庁 ( 2 0 1 3 ) 「 最 低 限 身 に 付 け る べ き 金 融 リ テ ラ シ ー （ ４ 分 野 ・ 1 5 項 目 ）

に つ い て 」  

金 融 庁 ( 2 0 0 5 ) 「 金 融 教 育 に 関 す る 国 際 比 較 」  

小 池 拓 自 ( 2 0 0 9 ) 「 金 融 経 済 教 育 」  3 0  
こ れ か ら の 資 産 形 成 を 考 え る 会 ( 2 0 0 5 )『「 長 期 」「 分 散 」「 最 適 」 で 考 え る 世

界 一 シ ン プ ル な 投 資 法 』 株 式 会 社 講 談 社  

小 宮 一 慶 ( 2 0 0 8 )『 お 金 を 知 る 技 術  殖 や す 技 術  「 貯 蓄 か ら 投 資 」に だ ま さ れ

る な 』 朝 日 新 書  

こ れ か ら の 資 産 形 成 を 考 え る 会 ( 2 0 0 5 ) 『「 長 期 」「 分 散 」「 最 適 」 で 考 え る 世3 5  
界 一 シ ン プ ル な 投 資 法 』 株 式 会 社 講 談 社  

鈴 木 明 宏 ・ 高 橋 広 雅 ・ 竹 本 亨 （ 2 0 1 8）「 金 融 教 育 と 行 動 バ イ ア ス が 金 融 行 動

と 金 融 ト ラ ブ ル へ の 巻 き 込 ま れ や す さ に 与 え る 影 響：金 融 リ テ ラ シ ー 調 査 デ

ー タ を 利 用 し た 分 析 」  

須 田 慎 一 郎 （ 2 0 1 8 ）『「 階 級 格 差 」 時 代 の 資 産 防 衛 術 』 株 式 会 社 イ ー ス ト ・4 0  
プ レ ス  

炭 谷 英 一 ( 2 0 1 6 )「 中 等 教 育 に お け る 正 し い 「 金 融 教 育 」の 必 要 性 ・ 緊 急 性 の

提 案 」  

総 務 省 ( 2 0 1 7 )  「 家 計 調 査 報 告 （ 家 計 収 支 編 ）」  

ダ イ ヤ モ ン ド 社 ( 2 0 1 8 )  『 ダ イ ヤ モ ン ド ・ Z A i 』 2 0 1 8 年 1 0 月 号  4 5  
中 央 教 育 審 議 会 （ 2 0 1 6 ）「 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援

学 校 の 学 習 指 導 要 領 等 の 改 善 及 び 必 要 な 方 針 に つ い て 」  

東 洋 信 託 銀 行 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 本 部 証 券 運 用 デ ィ ビ ジ ョ ン 投 資 企 画 部

（ 1 9 9 9）『 資 産 運 用 実 務 用 語 辞 典 』 株 式 会 社 き ん ざ い  

内 藤 忍 ( 2 0 0 9 ) 『 初 心 者 は 株 を 買 う な !』 日 経 プ レ ミ ア シ リ ー ズ  5 0  
難 波 大 三 郎 ( 2 0 1 6 ) 『 投 資 初 心 者 の た め の 資 産 運 用 』 株 式 会 社 創 生 社  

新 村 出 （ 2 0 1 8）『 広 辞 苑 第 七 版 』 株 式 会 社 岩 波 書 店  

西 野 実 、 岩 淵 悦 太 郎 、 水 谷 静 夫 （ 2 0 0 9 ）『 岩 波 国 語 辞 典 第 七 版 』 株 式 会 社 岩
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波 書 店  

西 村 佳 子 ・ 村 上 恵 子 ( 2 0 0 8 )「 学 校 に お け る 金 融 教 育 の 次 な る 一 歩 _ _ リ ス ク と

向 き 合 う 基 礎 知 識 の 習 得 の た め に ―』  

日 本 銀 行 調 査 統 計 局 ( 2 0 1 9 ) 「 資 金 循 環 の 日 米 欧 比 較 」  

日 本 経 済 新 聞 社 （ 2 0 1 4 ）『 や さ し い 株 式 投 資 』 日 本 経 済 新 聞 出 版 社  5  
日 本 証 券 業 協 会 （ 2 0 1 8 ）「 証 券 投 資 に 関 す る 全 国 調 査 (調 査 結 果 概 要 )」  

日 本 F P 協 会 （ 2 0 1 8 ）「 世 代 別 比 較  く ら し と お 金 に 関 す る 調 査 2 0 1 8」  

野 村 資 本 市 場 研 究 所 （ 2 0 1 7 ）「 英 国 に お け る 金 融 教 育 に 関 す る 実 態 調 査  －

マ ネ ー ・ ア ド バ イ ス ・ サ ー ビ ス （ M A S） の 事 例 － 」  

フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ア カ デ ミ ー （ 2 0 0 7）『 せ め て 2 5 歳 で 知 り た か っ た 投 資 の1 0  
授 業 」 株 式 会 社 星 海 社  

福 原 敏 恭 ( 2 0 0 9 ) 「 金 融 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 進 展 と  米 国 に お け る 金 融 教 育 の 動

向  ―  サ ブ プ ラ イ ム 問 題 発 生 後 の 状 況  ―」   

藤 原 敬 之 ( 2 0 1 2 ) 『 日 本 人 は な ぜ 株 で 損 す る の か ？ 』 文 藝 春 秋  

松 井 克 典 ( 2 0 1 9 )「 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 研 究 と 推 進  授 業 実 践 と ワ ー キ ン1 5  
グ グ ル ー プ 」  

松 村 明 ( 2 0 1 2 ) 『 大 辞 泉 第 二 版 』 株 式 会 社 小 学 館  

ミ ア ン ・ サ ミ ( 2 0 1 9 ) 『 お 金 の 教 育 が す べ て  7 歳 か ら 投 資 マ イ ン ド が 身 に つ

く 本 』 株 式 会 社 か ん き 出 版  

村 上 恵 子 ( 2 0 1 6 )「 消 費 者 市 民 社 会 の 形 成 の た め の 金 融 行 動 と 金 融 教 育 」  2 0  
森 谷 一 経 ( 2 0 1 5 ) 「 学 校 に お け る 金 融 に 関 す る 教 育 と キ ャ リ ア デ ザ イ ン 」  

文 部 科 学 省 （ 2 0 1 4 ）「 文 部 科 学 省 に お け る 金 融 経 済 教 育 の 取 組 に つ い て 」  

文 部 科 学 省 （ 2 0 1 1）「 大 学 等 及 び 社 会 教 育 に お け る 消 費 者 教 育 の 指 針 」  

文 部 科 学 省 ( 2 0 1 7 )「 新 し い 学 習 指 導 要 領 の 考 え 方 － 中 央 教 育 審 議 会 に お け る

議 論 か ら 改 訂 そ し て 実 施 へ － 」  2 5  
山 内 敏 男 、 エ ジ ハ ー ジ ・ ド ー ラ 、 米 倉 里 奈 （ 2 0 1 9）「 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ

に お け る 学 び の 意 義 と 課 題 ―日 本 に お け る 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と ハ ン

ガ リ ー の 協 働 学 習 と の 比 較 を 手 が か り に ー 」   

山 地 弘 起 （ 2 0 1 4）「 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 実 質 化 に 向 け て 」  

山 澤 成 康 （ 2 0 0 5）「 株 式 投 資 教 育 の 必 要 性 」  3 0  
家 森 信 善 （ 2 0 1 6）『 金 融 論 』 中 央 経 済 社  

M U F G 資 産 形 成 研 究 所 （ 2 0 1 8）「 金 融 リ テ ラ シ ー 1 万 人 調 査 の 概 要 －  『 投

資 を し て い る 人 』 と 『 投 資 を し て い な い 人 』 の 違 い と は － 」  

一 般 社 団 法 人 投 信 協 会 H P ( h t t p s : / / w w w. t o u s h i n . o r . j p / s t a r t / w h y / )  2 0 1 9 年

1 0 月 2 1 日 ア ク セ ス  3 5  
大 阪 商 工 信 用 金 庫（ h t t p : / / w w w. o s a k a - s h o k o . c o . j p / c s r / c o n t r i b u t i o n / ） 2 0 1 9

年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

大 阪 信 用 金 庫 （ h t t p : / / w w w. o s a k a - s h i n k i n . c o . j p / c s r / s e m i n a r. h t m l ） 2 0 1 9

年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

神 奈 川 銀 行（ h t t p s : / / w w w. k a n a g a w a b a n k . c o . j p / p u b l i c / k o u k e n / c s r _ k . h t m l ）4 0  
2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

企 業 年 金 連 合 会 （ h t t p s : / / w w w. p f a . o r . j p / y o g o s h u / t o / t o 1 6 . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0

月 1 6 日 ア ク セ ス  

金 融 広 報 中 央 委 員 会 H P（ h t t p s : / / w w w. s h i r u p o r u t o . j p / p u b l i c / ） 2 0 1 9 年 1 0

月 2 1 日 ア ク セ ス  4 5  
金 融 庁（ h t t p s : / / w w w. f s a . g o . j p / c o m m o n / a b o u t / f s a i n f o . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月

2 4 日 ア ク セ ス  

ク レ デ ィ セ ゾ ン H P

（ h t t p s : / / w w w. a - q - f . c o m / c o n t e n t s / e x t r a / p o i n t u n y o u _ o p / i n d e x . h t m l ）2 0 1 9

年 1 0 月 2 4 日 ア ク セ ス  5 0  
厚 生 労 働 省 H P

（ h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / t o p i c s / b u k y o k u / n e n k i n / n e n k i n / k y o s h u t s u / t o u s

h i / ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

七 十 七 銀 行（ h t t p s : / / w w w. 7 7 b a n k . c o . j p / s h a k a i k o u k e n / j i s s e k i / k i n y u . h t m l ）
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2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

新 生 銀 行（ h t t p s : / / s p . s h i n s e i b a n k . c o m / c o r p o r a t e / p o l i c y / c s r / a c t i v i t y. h t m l ）

2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

全 国 銀 行 協 会

（ h t t p s : / / w w w. z e n g i n k y o . o r . j p / a b s t r a c t / e f f o r t s / c o n t r i b u t i o n / c s r / ） 2 0 1 95  
年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

大 光 銀 行 （ h t t p s : / / w w w. t a i k o b a n k . j p / c o m p a n y / c s r . p h p ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5

日 ア ク セ ス  

第 四 銀 行 （ h t t p s : / / w w w. d a i s h i - b a n k . c o . j p / c o m p a n y / c s r / c o m m . p h p ） 2 0 1 9

年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  1 0  
千 葉 銀 行

（ h t t p s : / / w w w. c h i b a b a n k . c o . j p / c o m p a n y / s u s t a i n a b i l i t y / r e p o r t / p e r s o n / f i

n a n c e . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

東 京 ス タ ー 銀 行

（ h t t p s : / / w w w. t o k y o s t a r b a n k . c o . j p / p r o f i l e / a b o u t / c s r / k i n t o r e / ）2 0 1 9 年 1 01 5  
月 2 5 日 ア ク セ ス  

ト レ タ ビ Ｈ Ｐ （ h t t p s : / / w w w. k - z o n e . c o . j p / t d ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

日 本 証 券 業 協 会 （ h t t p : / / w w w. j s d a . o r . j p / ） 2 0 1 9 年 1 0 月 1 6 日 ア ク セ ス  

ネ ッ ト エ イ ジ ア リ サ ー チ（ 2 0 1 7）「 日 本 人 の ポ イ ン ト 活 用 に 関 す る 調 査 2 0 1 7」

（ h t t p : / / w w w. m o b i l e - r e s e a r c h . j p / i n v e s t i g a t i o n / r e s e a r c h _ d a t e _ 1 9 0 2 2 7 . h t2 0  
m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 1 日 ア ク セ ス  

野 村 グ ル ー プ

（ h t t p s : / / w w w. n o m u r a h o l d i n g s . c o m / j p / c s r / s o c i e t y / e d u c a t i o n . h t m l ） 2 0 1 9

年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

八 十 二 銀 行 （ h t t p s : / / w w w. 8 2 b a n k . c o . j p / ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  2 5  
広 島 銀 行 （ h t t p s : / / w w w. h i r o g i n . c o . j p / c o m p a n y / c s r / k o u k e n / i n d e x . h t m l ）

2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

み ず ほ 証 券 Ｈ Ｐ （ h t t p s : / / w w w. m i z u h o - s c . c o m / i n d e x . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月

2 5 日  

ア ク セ ス み ず ほ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ3 0  
（ h t t p s : / / w w w. m i z u h o - f g . c o . j p / c s r / e d u c a t i o n / i n d e x . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月

2 5 日 ア ク セ ス  

三 井 住 友 銀 行

（ h t t p s : / / w w w. s m b c . c o . j p / a b o u t u s / s u s t a i n a b i l i t y / n e x t _ g e n e r a t i o n / e d u c a

t i o n . h t m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  3 5  
武 蔵 野 銀 行 （ h t t p : / / w w w. m u s a s h i n o b a n k . c o . j p / c o m p a n y / c s r / ） 2 0 1 9 年 1 0

月 2 5 日 ア ク セ ス  

文 部 科 学 省 （ h t t p : / / w w w. m e x t . g o . j p / ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

ろ う き ん

（ h t t p : / / w w w. r o k i n r e n . c o m / c s r / c s r _ r o k i n / f i n a n c i a l _ e d u c a t i o n . h t m l ）4 0  
2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

S M B C 日 興 証 券

（ h t t p s : / / w w w. s m b c n i k k o . c o . j p / c s r / e d u c a t i o n / l e c t u r e / s u m m a r y / i n d e x . h t

m l ） 2 0 1 9 年 1 0 月 2 5 日 ア ク セ ス  

 4 5  

 


